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新型コロナウイルスと共存する時代の地域貢献

地域連携センター長
横山 京子

ごあいさつ

診療放射線学部 教授
瀬川 篤記

新型コロナウイルス (COVID-19) について

「コロナ予防 ～無理をせず、必要な対策をしぼって確実に～」

　日頃より地域連携センターの事業運営にご理解とご協力を賜り、
厚くお礼申し

上げます。

　本センターは、 県民の保健・医療・福祉の向上に寄与することを目的として
設

置され、 ９年目を迎えました。 今年度は、 新たな事業として 「看護師特定行為

研修課程」 を開始いたしました。 専門職を対象とする本課程と看護学教員養成

課程の２事業は、 新型コロナウイルスの感染予防策を講じた対面式授業とICT
を

活用した授業により実施しています。 他の事業は、 新型コロナウイルス感染症の

影響により積極的に展開できない状況ではありますが、 少しでも地域社会の発展

に寄与できるよう、 社会情勢に合わせて検討し慎重に取り組む方針です。

　保健医療専門職の教育研究および県民の皆さまとの交流の拠点として
どのよ

うに連携できるのか、 新型コロナウイルスと共存する時代の地域貢献を模索し

挑戦していきたいと思いますので、 今後ともよろしくお
願いいたします。

　現代の日本で暮らす私たちにとって、 交通事故に遭うリス
クをゼロにするこ

とは不可能に近いでしょう。
365日

、 一歩も外出しなければ可能かもしれませ

んが、 そんなことをすれば心を病むなど、 かえって健康を損なう可能性すら否

定できません。 しかし、
無理な横断をしない、 夜間に歩行する時は黒い服を

着ないといった安全対策を徹底すれば、 何もしない場合よりもリスクは確実に

低下します。 それでも決してゼロにはなりません。 コロナ対策も同じです。 近

くに人がいる時、 特に会話を伴う場面では必ずマスクを着用する、 マスクを外

す （＝自分の手で口や鼻に触れることが可能になる） 前に、 入念な手洗を確

実に行う。
個人でできる最も有効な対策は、 以上の２点です。 くどいですが、

コロナ感染症を100％
避けることはほぼ不可能です。 周囲に誰もいない状況で

も頑なにマスクの着用を続けるなど、 無茶ないし精神論的な行為に走らず、

必要な予防策を冷静に選ぶことが大切です。
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地域連携センター事業 看護師特定行為研修課程

「特定行為共通科目統合実習」を終えた課程生の感想

看護学部 教授 （研修責任者）

飯田 苗恵

本年４月、地域連携センター事業として看護師特定行為研修課

程が開設されました。特定行為区分は県内での必要性を検討し､

「呼吸器(長期呼吸療法に係るもの)関連：気管カニューレの交換」

「栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連：持続点滴中の高カロ

リー輸液の投与量の調整、脱水症状に対する輸液による補正」の

２区分３行為です。

県内５病院から５名が入学、４月から区分別科目に共通して必

要な共通科目６科目をｅラーニングで受講、単位修得しました。８～

９月は、４日間、学内で「特定行為共通科目統合実習」を行いまし

た。この演習・実習は、本学教員とともに特定行為研修への教育

経験が豊富な非常勤講師の医師及び県内で活動する特定行為研

修修了者、模擬患者の会などにご協力いただき、シミュレーション

教育を取り入れた充実した研修となりました。９月、10月は区分別

科目の講義･演習･OSCE（技術試験）を受け、11月からは協力病院

である自施設の指導医等のもとで臨地実習を行っています。

研修修了後は、専門性を高めた看護師が、自施設内での医師

や看護師との役割分担及び地元施設との連携の実情に即した特

定行為実践に関する協働・連携を創成し、チーム医療においても

医師との連携の要となって地域包括ケアシステムのキーパーソン

として活動できることを目指します。

 臨床推論では問診から様々な疾患を想定、フィジカルアセスメント等の情報か

ら疾患の鑑別を絞り込んでいく過程がとても楽しいと感じました。

 シミュレーション実習を通して、迷ったり判断に困ったときは全て抱え込もうとせ

ずに、医師へ相談することも大切であり、そのことが特定行為を安全に行うこと

や患者さんとの信頼に繋がっていくと感じました。

 多職種それぞれの視点でコンサルテーションを計画をすることで、患者さんの

安心に繋がることが分かりました。

 自施設での特定行為実践看護師としての役割を検討していかなければいけな

いと感じました。

ー地元で活躍する特定行為研修修了者の育成を目指して－

課程生（前列）と担当教員
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特集：コロナ禍における大学の取り組み

コロナ禍における大学の取り組みを振り返って群馬県立県民健康科学大学
学長

髙田
邦昭

学内の感染予防対策教職員、学生一人ひとりが、

感染予防対策を徹底しながら、

大学における学びの質を保つ

ために日々努力しています。

　昨年１月に日本で最初の新型コロナウイルス感染者が出て

から一年と少し経ちました。 一昨年末に中国の武漢から始まっ

た感染は、 世界中での大規模な感染へと広がり、 文字通りパ

ンデミックの状況となりました。

　小学校、 中学校、 高等学校への休業要請、 緊急事態宣言

の二度にわたる発出など、 日本社会は大きな影響を受けまし

た。 このような状況に直面し、 本学では危機管理規程に基づ

き危機対策本部を設置して対応に当たりました。 前期授業は、

遠隔授業ワーキンググループを中心に準備を進め、 ５月連休

明けから遠隔授業方式で開始しました。

　新入生や在学生へのオリエンテーションなども動画配信で行うなど、 初めての試みが多かったのですが、 教

職員の工夫と学生の協力により、 前期を無事に乗り切ることが出来ました。 地域連携センター事業の看護学教

員養成課程は、 基本的には大学院に準じて遠隔授業と対面授業を行いました。 今年度から始まった特定行為

研修課程は、 当初から基本e-ラーニングの予定だったので、 コロナ禍の中では比較的順調でした。

　感染もある程度落ち着いた後期は、 首都圏などが対象の緊急事態宣言が１月に出るまでは対面中心での教

育を行いました。 また、 公開講座については、 動画配信での開催となりました。

　感染状況は、 刻一刻と変わり、 ひと月前には予想だにしなかった事態になったことが一度や二度ではありませ

んでした。 このように、 対応措置をあざ笑うかのように急速に変化する感染と、 それに対応する国や県の施策と

も整合性を取りながら、 手持ちのリソースをどう配分するかという大学運営は困難なものでした。

　本学は、 建学の基本理念に、｢保健医療専門職を養成｣ し、｢県民の保健 ・ 医療 ・ 福祉環境の更なる向上に寄

与｣することを掲げています。 現在のコロナとの戦いにおいて、 社会で必要とされる看護師、 保健師、 診療放射

線技師の養成と高度化をはかり、 社会へ送り出していくことを最優先課題として大学運営に当たった一年でした。
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● 県立病院・県内病院連携事業

● 公開講座・出前講座

● 放射線測定協力事業

● 情報発信事業

● 地域連携事業
●目指す地域 貢献の方向性

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会

● 看護師特定行為研修課程

● 看護職研究支援事業  「看護研究セミナー」と「看護研究個別支援」

心臓血管センター

大学

がんセンター

小児医療センター

講義の模擬授業

演習の模擬授業

精神医療センター

公開講座の様子

出前講座の様子

看護学分野

各病院が抱える課題解
決に向け組織レベルで
展開

● 県民向けの「公開講座」「公開授業」「出前講
座」により本学の教育と研究成果を県民に
直接的に還元

● 看護師特定行為研修課程
● 県立病院・県内病院連携事業
● 健康福祉政策事業   
● 地域連携事業

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会
● 看護職研究支援事業

● 大学や本センターの活動を広く県民に周知

● 県内他大学との協力・連携事業
● 一般住民・団体を対象とした講演・研修
● 桂萱地区・芳賀地区住民との協働
● 地域に開かれた図書館

● リーフレットの作成
● News Letterの発行（年３回）
● 地域貢献活動報告書の発行

● 他大学との連携、ボランティア活動により、
県民の保健医療福祉に寄与する地域に根
ざした取り組み

● 放射線測定に関する助言・研修会
● 測定値の解釈・評価・公開
● 対策の立案・実施に関する助言
　 「県民の安全安心の提供」

● ボランティア活動 
（地域および病
院での活動）

県立の保健医療系大学とし て、大学が所有する知的財産
や研究成果などを、県民をは じめ広く関係機関、医療従事
者、行政などに対し還元する ことにより、県民の保健 ・ 医
療・福祉の向上に寄与する

●  県内の看護学教員を
目指す看護職者や病
院などで学生や後輩
看護師教育に携わる
看護職者への教育機
会の提供

●  大学の教育理念に基
づく独自のカリキュラム
（厚労省認可）
●  大学看護学部の看護
基礎教育と連動する
本学ならではの教育
展開

教員役

教員役

学生役

学生役

担当教員

担当教員

共
通
テ
ー
マ

● ４病院共通看護職員のキャリア開発の現状と課題
● 共同研究を通じた人材育成と大学への知の還元
● 備品の長期貸出
● 県内病院への看護教員派遣
　 「専門看護師・認定看護師による相談支援」

研修会の様子 放射線測定の様子

群馬県立県民健康科学大学 地域連携・キャリア開発センター2024
地域社会と交流を図り、 ともに発展することを目指して



行政との協働事業専 門 行 政

地域   連携地域   連携
● 健康寿命延伸プロジェクト

●目指す地域 貢献の方向性

● 健康福祉政策事業

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会

● 看護師特定行為研修課程

● 看護職研究支援事業  「看護研究セミナー」と「看護研究個別支援」

診療放射線リカレント教育

×

ＭＲＩ技術講習会放射線治療講習会気管カニューレ交換実技試験

講義：研究計画書の作成 講義：文献検索と文献検討 講義：研究における倫理 看護研究個別支援

● 地域の実態把握・課題分析・健康課題の明確化
● 調査研究・実践プログラムの開発・人材育成

科学的根拠に基づいた健康づくり対策の展開

群馬県健康福祉部
健康長寿社会づくり推進課

群馬県
健康福祉部
生活こども部

大学
看護学部

診療放射線学部

県民健康科学大学

診療放射線学分野

● 指定研修機関として、群馬県内　
の慢性期・在宅医療等のニー
ズに対応し、手順書により一
定の診療の補助ができる看護
師を養成する機会の提供

● 授業ではｅラーニングを導入、 　 
働きながら学修できる環境を
準備

● 「看護研究セミナー」と
「看護研究個別支援」
による看護職者への研
究活動の支援

● テーマに合わせた担当
教員の決定、およそ９
か月にわたる個別支援

● 看護師特定行為研修課程
● 県立病院・県内病院連携事業
● 健康福祉政策事業   
● 地域連携事業

● 看護学教員養成課程
● 看護学実習指導者養成講習会
● 看護職研究支援事業

県立の保健医療系大学とし て、大学が所有する知的財産
や研究成果などを、県民をは じめ広く関係機関、医療従事
者、行政などに対し還元する ことにより、県民の保健 ・ 医
療・福祉の向上に寄与する

情報交換
マッチング

● 認知症サポーター・
　 ステップアップ講座教材の普及活動
● 子育て講座プログラム政策・普及
● 群馬県保健福祉事務所等における胸部X線
　 撮影時の医療被ばく線量測定

● 情報発信事業       
● 健康寿命延伸プロジェクト
● 公開講座・出前講座

● 診療放射線リカレント教育       
● 放射線測定協力事業

❶  群馬県健康福祉部との共催による「元気に動こう・歩
こうプロジェクト」の推進

❷  市町村との共催による「健康寿命延伸シンポジウム」
の開催

❸  小規模町村支援事業（榛東村の健康づくり推進に関
する包括協定）

❹  健康増進効果検証事業（群馬県立ゆうあいピック記
念温水プール）　　　　　　　　　　　　　　など

● 放射線治療講習会
● 診療放射線技師CT・MRI研究会
● 診療放射線技師継続教育等
● 群馬県診療放射線技師会講習支援
● 国際化研究支援
● 診療放射線技師核医学研究会

元気県ぐんま
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地域社会と交流を図り、 ともに発展することを目指して



―「地域連携センター」から「地域連携・キャリア開発センター」へ－

　群馬県立県民健康科学大学は、1952年の群馬県立看護学院、1958年の群馬県立診療エックス線技師養成
所を母体とし、県立福祉大学校、県立医療短期大学を経て、2005年に４年制大学として設置されました。
本学の目的は、「豊かな人間性と専門的な知識・技術に加え、人間としての尊厳を重んじ、様々な側面から保
健医療を考え、自立して判断し行動することができる保健医療専門職を養成するとともに、研究成果を地域
に還元し、県民の保健・医療・福祉環境の更なる向上に寄与する」というものです。
　この目的を実現する方策の一つとして、2012年に「地域連携センター」が開設されました。開設から13
年が経過し、看護学部、診療放射線学部ともに地域で働く保健医療専門職のニーズに対応したリスキリング・
リカレント教育の機会の提供に力を入れていることから、令和６（2024）年度「地域連携・キャリア開発
センター（以下、センター）」に改称しました。
　センターの目的は、県立の医療系大学として、県民の保健、医療及び福祉の向上に寄与することです。こ
の目的を達成するため、組織においては、センター事業の計画及び評価を審議する学外有識者を含む運営会
議を設置し、その下に事業を実施する運営委員会を置いています。事業の運営にあたる構成員は学内全ての
教員であり、自身の研究テーマや教育経験などに応じて各事業に配置され、活動に参加しています。事業の
遂行や予算管理及び執行などは事務局が担っており、センターでの地域貢献活動は教職員一同により成り
立っています。
　今年度は、センター事業を「看護継続教育」「病院連携・研究支援」「診療放射線リカレント教育」「地元創
成・連携推進」の４部門15事業に再編しました。事業の内容は、専門職向けのリカレント教育、研究支援、
研修会等及び県民向けの公開講座、県内行政・福祉・教育機関との連携による研修会など多様であり、いず
れも実務や地域に密着したものです。
　また、事業の一環として厚生労働省の指定や認定を要するものも運営しています。看護学教員養成課程
（2012年～）、看護師特定行為研修課程（2020年～）、看護学実習指導者養成講習会（2023年～）、群馬県
診療放射線技師会講習支援（令和３年厚生労働省告示第273号研修）の４事業では、指定されている教育内
容を踏まえつつ、本学の人材や環境を活用した独創的な教育プログラムの提供に努めており、多くの方が修
了されました。
　このような保健医療専門職の人材養成・育成を含む県民の皆様への地域貢献活動は、連携先の多くの皆様
のご支援やご協力によって可能となっていると認識しております。連携先の本学への温かなお力添えと、先
達の地元への思いのこもった活動の積み重ねが、地域連携・キャリア開発センターへの改称に繋がっている
ことを心に留めて、今後も誠実に取り組んでまいります。
　今年度に寄せられました関係する皆様からのご支援とご協力、ご活用いただきました県民の皆様に心から
感謝し、引き続きご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　　令和７年10月
� 地域連携・キャリア開発センター長　飯　田　苗　恵

令和６年度地域貢献活動報告書の発刊に寄せて
● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ●

● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ● ━ ●
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　本学はこれまで、看護師、保健師及び診療放射線技師の養成校として、臨床現場で活躍できる多くの医療
専門職を育成することで、地域の医療水準及び県民の健康水準の向上に貢献してきました。そのような中、
平成19年の学校教育法の改正等により、「社会貢献」が「教育」、「研究」に次ぐ大学の第３の役割に位置づけ
られたことを踏まえ、本学においても、これまで以上に地域貢献を推進するため、平成24年４月に大学附
属機関として、地域連携センターを設置しました。
　また、令和６年度から、組織体制を４部門（計15事業）に再編した上で、「地域連携・キャリア開発センター」
に名称を変更しました。
　本学地域連携・キャリア開発センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果
等を、県民をはじめ、広く教育機関、医療機関、医療従事者、行政等に対し還元することにより、県民福祉
の向上に寄与することを目的として、地域貢献に関する各種事業に取り組みます。

■地域連携・キャリア開発センター運営会議構成員一覧（令和６年４月１日時点）
区　　　　分 氏　　　名

委 員 長 地域連携・キャリア開発センター長、健康福祉政策・地域連携 廣　瀬　規代美

副委員長
地域連携・キャリア開発副センター長、健康寿命延伸プロジェクト 大　澤　真奈美
地域連携・キャリア開発副センター長、国際化研究支援 小　倉　敏　裕

委 員

看護学部長 横　山　京　子
診療放射線学部長 下瀬川　正　幸
看護学教員養成課程、看護学実習指導者養成講習会 高　橋　裕　子
看護師特定行為研修課程 飯　田　苗　恵
県立病院・県内病院連携（看護学部） 行　田　智　子
県立病院・県内病院連携（診療放射線学部） 上　原　真　澄
看護職研究支援 上　山　真　美
放射線治療講習会 佐々木　浩　二
診療放射線技師CT・MRI研究会 林　　　則　夫
診療放射線技師継続教育等 渡　部　晴　之
群馬県診療放射線技師会講習支援 五十嵐　　　博
診療放射線技師核医学研究会 大　﨑　洋　充
放射線測定協力 杉　野　雅　人
公開講座・出前講座 寺　下　貴　美
情報発信 狩　野　太　郎
事務局 古　沢　実知也
（学外有識者：県健康福祉部健康福祉課） 大久保　美智子
（学外有識者：県看護協会） 神　山　智　子
（学外有識者：県診療放射線技師会） 後　閑　隆　之
（学外有識者：県医師会） 瀬　古　聖　一
（学外有識者：県立心臓血管センター） 内　藤　滋　人

Ⅰ-１. 群馬県立県民健康科学大学　地域連携・キャリア開発センター概要

1）設置概要
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2）事業概要

事業名 事　業　概　要

１　看護学教員養成課程
P.4〜5

　看護師養成教育機関の看護学教員や臨床現場で教育的役割を担う教育担当
者を対象とし、看護基礎教育に携わる教育者としての役割を遂行するために
必要な知識・技術を教授する。大学主体で看護基礎教育に携わる教育者の教
育実践能力の維持向上を図る。

２　看護学実習指導者養成講習会
P.6〜7

　県内の保健師、助産師、看護師、または准看護師養成所の実習施設で実習
指導の任にある者、または将来実習指導者となる予定の者を対象に、看護基
礎教育における実習の意義と実習指導者の役割を理解し、効果的な実習指導
を行うために必要な知識・技術を教授する。大学の企画・運営により看護学
実習指導に携わる人材を育成するための学修機会を提供する。

３　看護師特定行為研修課程
P.8〜9

　特定行為に係わる看護師の研修制度の指定研修機関として、県内の慢性期・
在宅医療等に貢献できる修了者を養成するための研修の機会を提供する。

４　県立病院・県内病院連携
P.10〜11

　県立４病院（心臓血管センター、がんセンター、精神医療センター、小児
医療センター）及び県内病院と本学で、病院が抱える課題（人材育成等）に
ついて、その解決に向けた連携事業を継続して、組織レベルで展開する。

５　看護職研究支援
P.12〜13

　県内の病院、行政機関、健診機関、訪問看護ステーション、福祉施設、事
業所等に所属する原則看護師、保健師、助産師を対象に、看護研究を実施す
る際に必要な研究の基礎的知識を習得するための看護研究セミナーと、研究
テーマに沿って看護研究の一連の過程を本学教員が支援する看護研究個別支
援を実施し、県内の看護職者の研究活動を支援することで、研究能力の向上
と県民の健康の保持・増進に寄与する研究成果の産出を図る。

６　放射線治療講習会
P.14

　がんプロフェッショナル基盤養成プランの一つとして、筑波大学を中心に
取り組んでいる「関東がん専門医療人養成拠点」事業に沿って、放射線治療
教育プログラムのセミナーを開催する。これを通じて、治療技術の普及や向
上とともに、がんの早期発見に繋がる検診への関心を高める。

７　診療放射線技師CT・MRI研究会
P.15〜16

　県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像
診断検査の向上・発展を目的とする研究の推進と発表に必要な方法を討論す
る研究会を実施する。

８　診療放射線技師継続教育等
P.17

　県内診療放射線技師の撮像技術向上事業として、「ＭＲＩ専門技術者」資格
の取得を視野に入れた講習会等を開催するほか、ＭＲＩを用いた共同研究と
研修会を実施する。これらにより、診療放射線技師が最新の知識・技術を習
得できるようにし、がん等の疾病の早期発見の機会の増加を図る。

９　群馬県診療放射線技師会講習支援
P.18

　診療放射線技師の業務拡大に伴い、群馬県診療放射線技師会で行われる注
腸造影検査および静脈注射（針刺しを除く）に関する講習会へ講師の派遣を
行い、地域の診療放射線技師の技術向上に貢献する。

10　国際化研究支援
P.19

　県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際学会発表を目的とした講
習会等を実施する。

11　診療放射線技師核医学研究会
P.20

　県内診療放射線技師および学生を対象に、核医学検査に関する講習会を開
催する。また、技術支援を通して核医学の臨床研究や多施設研究の推進を行う。

12　公開講座・出前講座
P.21〜22

　県民向けの公開講座、出前講座及び公開授業等を行い、地域貢献活動を積
極的に行う。

13　情報発信
P.23

　大学や本センターの活動を広く県民に周知するために、Newsletter、リー
フレット及び地域貢献活動報告書を発行する。

14　健康福祉政策・地域連携
P.24〜28

　健康福祉政策の観点からは、群馬県健康福祉部との情報交換を行い、マッ
チングした事業の展開を図る。
　また、地域連携の観点からは、学生ボランティア活動の支援体制の充実に
取り組むとともに、放射線測定に関する助言・指導、測定値の解釈・評価、
対策の立案・実施に関する助言等を通じて、県民に安全・安心の提供を図る。

15　健康寿命延伸プロジェクト
P.29〜30

　群馬県民の健康寿命延伸を目的として、群馬県健康福祉部及び県内市町村
等との協働による地域の実態把握・課題分析・健康課題の明確化、調査研究、
実践プログラムの企画及び実施、人材育成及び県民に対する健康寿命延伸に
関わる知識、技術の普及等、根拠に基づく健康づくり対策を展開する。
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１　事業目的・内容

　令和６年度厚生労働省による専任教員養成講習会の認可を受け、県の委託契約に基づき大学が企画・運営
を行う。

１　新カリキュラムによる授業（750時間）を提供

２　公開授業開催（７月、２月予定）

３　運営会議（年７回予定）

４　一般教育訓練給付金指定講座の申請

５　令和７年度学生募集20名
・課程紹介パンフレット､ ポスターの作成・配布
・群馬県広報、上毛新聞に学生募集の案内を掲載
・説明会の開催（７・９月予定）
・令和７年度入学者選抜試験（１次募集：12月・２次募集：２月）

６　申請または報告等に関する手続
・認可申請の手続き：２月
・報告書の作成：３月

２　実施結果

１　課程生15名への授業計画に沿った授業の実施
20科目、カリキュラム750時間
教育実習実施：令和６年10月15日～11月15日

２　公開授業開催
第１回：令和６年７月25日・26日（参加者22名）
第２回：令和７年２月４日（参加者24名）

３　運営会議（７回開催）
学生募集、入学者選抜試験、修了判定などに関すること

４　一般教育訓練給付金指定講座の申請：制度利用者３名

５　令和７年度学生募集20名
・課程紹介パンフレット、ポスターを募集要項とともに関東甲信越・東北地方に配布
・群馬県広報、上毛新聞に学生募集案内を掲載
・説明会の実施（７月27日：10名、９月27日：47名）

看護学教員養成課程
担当者／看護学部　◎高橋（裕）講師、松田教授、山下教授、服部准教授、河内講師

Ⅰ-２. 事業報告
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・群馬県看護学会にて、県内施設の活動紹介として展示、学生募集の説明実施
・令和７年度入学者選抜試験
　１次募集：12月12日　10名合格
　２次募集：２月20日　２名合格
　入学予定者　12名

６　厚生労働省への認可申請書類、報告書作成
・認可申請の手続き：２月
・報告書の作成：３月

３　事業成果・効果

　受講生15名が修了した。授業評価、修了時アンケートの結果から、各科目、効果的な授業が展開され目
標達成につながった。
　学生募集活動やＨＰの内容充実の他、公開授業を県内病院に周知し、公開授業参加者の増加につながった。

４　事業の課題及び改善の方向性

　課題は、入学者の継続的充足である。今後、県内病院看護部への働きかけを強化し、本課程への志願者増
加を図りたい。
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１　事業目的・内容

　群馬県内の看護学実習指導者を養成するための講習の機会を提供する。県との委託契約に基づき大学が企
画・運営を行う。

１　講習会の実施
・講習会実施期間：令和６年７月22日（月）～９月27日（金）（実質30日間）
・募集定員：一般48名、特定分野８名

２　受講生への授業の提供
・授業科目７科目（10単位180時間）

３　運営会議（年６回予定）

４　HP作成
・講習会の内容、受講生募集案内などの掲載

５　令和７年度受講生募集案内・講習会実施計画の作成

６　報告等に関する手続
・実績報告書の作成：10月
・群馬県健康福祉部医務課への事業実施報告

７　群馬県健康福祉部医務課との情報交換、連携

８　昨年度受講者への修了後１年アンケート調査実施

２　実施結果

１　講習会の実施
・講習会実施期間：令和６年７月22日（月）～９月27日（金）

２　受講生（一般48名、特定分野８名）への授業計画に沿った授業の実施
・授業科目７科目（10単位180時間）
・参加観察実習実施：令和６年９月２日（月）～９月11日（水）
　実習施設：群馬県立心臓血管センター、伊勢崎市民病院
　　　　　　SUBARU健康保険組合太田記念病院
　　　　　　群馬県看護協会訪問看護ステーション
　　　　　　群馬県看護協会訪問看護ステーション前橋南
　　　　　　群馬県看護協会訪問看護ステーション粕川

看護学実習指導者養成講習会
担当者／看護学部　◎高橋（裕）講師、松田教授、大澤教授、行田教授、金谷准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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３　運営会議（６回）

４　HP作成
・講習会の内容、受講生募集案内などを掲載

５　令和７年度受講生募集案内・講習会実施計画の作成
・受講生　一般：48名、特定分野：８名
・講習会実施期間：令和７年７月14日（月）～９月26日（金）

６　報告等に関する手続
・11月15日医務課と打ち合わせ会議開催、実績報告書提出

７　次年度の事業実施に向け、募集に関する事項を決定した。

８　昨年度受講者への修了後１年アンケート調査を実施した。
　講習会の学びが有意義なものであり、実習指導者としての実践に役立っていることが示された。

３　事業成果・効果

　一般47名、特定分野８名が講習会を修了した。
　授業評価、修了時アンケートの結果から、各科目効果的な授業が展開され、目標達成につながった。
　全期間大学で開催できるよう教室を確保し、受講生の教育環境を整えた。
　受講生の増加に伴い、実習施設・指導教員を増加した結果、問題なく実施できた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　課題は、実習環境の整備である。次年度以降も教育の質を担保しつつ実習を行えるよう教員配置などを検
討していく。
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１　事業目的・内容

　群馬県内の慢性期・在宅医療等のニーズに対応し、チーム医療のキーパーソンとして貢献できる特定行為
研修修了者を養成するための研修の機会を提供する。　

１　課程生への研修の実施
・一般７名（病院６名、訪問看護１名）

２　研修運営委員会（年８回程度の予定）

３　研修管理委員会（年２回程度の予定）

４　令和７年度入学生の募集・入学試験
・一般：１次８月29日、２次11月29日
・区分別科目追加履修：２月29日

５　課程生の所属施設看護管理者を対象とした会議
　（研修修了者の活動環境の整備について）

６　届出、申請または報告等に関する手続

７　フォローアップ研修の企画・開催

８　新たな区分の導入に関する検討

９　職業実践力育成プログラム（BP）の認定及び専門的な教育訓練給付金等の申請が可能となる
　教育環境整備の検討

10　群馬県健康福祉部医務課との情報交換、連携等による県内特定行為研修の推進

２　実施結果

　学内教員、非常勤講師、模擬患者、協力施設の指導者の協力を得て研修機会を提供した。
１　一般７名への研修の実施
・ �昨年度から開始した研修でのポータブルエコーの活用について、「栄養及び水分管理に係る薬剤投与
関連」での授業及び臨地実習で展開した。

２　研修運営委員会の開催
・定例７回、持ち回り１回

看護師特定行為研修課程
担当者／看護学部　◎飯田教授、横山教授、廣瀬教授、清水准教授、大川准教授、
　　　　　　　　　　佐藤講師、佐々木講師、田村助教
　　　　診療放射線学部　瀬川教授

Ⅰ-２. 事業報告
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３　研修管理委員会の開催
・２回：７月書面会議、３月オンライン会議

４　令和７年度入学生の募集・入学試験の実施
・８月、一般５名合格

５　課程生の所属施設看護管理者を対象とした会議
・９月にオンラインにて実施、４施設から複数名の管理者の参加があった

６　届出、申請または報告等に関する調整・手続
・�新規協力施設申請：公立藤岡総合病院、老年病研究所附属病院、伊勢崎佐波医師会立病院、真木病院、
吉原クリニックの５施設、及び前橋協立病院（１区分追加）

７　フォローアップ研修の企画・開催
・第１回：９月、気管カニューレ交換（希望する修了生）、症例検討会（昨年度修了生の報告）
・第２回：３月、昨年度修了生による今年度の活動報告及び次年度予定

８　新たな区分の導入に関する検討：関係者への聴取等

９　�今年度より区分別科目のeラーニング教材の契約をS-QUE研究会へ変更

10　群馬県との連携
・�県主催・本学及び２大学共催「令和６年度群馬県看護師特定行為研修修了者フォローアップ研修会」
を２回（11月及び１月）に開催

・県内10指定研修機関の情報交換会の開催協力及び参加（８月）

３　事業成果・効果

　５期生一般７名が修了した。フォローアップ研修２回を継続、臨地実習でのポータブルエコー活用の研修
継続は好評である。県と連携した県内の特定行為研修修了者対象のフォローアップ研修の開催は、県内の特
定行為研修の推進に繋がると考える。

４　事業の課題及び改善の方向

　課題は①本学フォローアップ研修への県内修了者の参加の検討、②新たな区分の導入や本学修了生の県内
他指定研修機関での区分別科目追加履修の可能性の検討、③共通科目のeラーニング業者の変更及び令和８
年度協力施設へのアクセス開放に向けた検討、④職業実践力育成プログラム（BP）の認定、⑤群馬県健康
福祉部医務課、他指定研修機関との連携による県内の特定行為研修の推進である。
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１　事業目的・内容

・県立４病院共通課題事業及び病院別課題解決のための連携事業を組織レベルで展開する。
・�人材育成やSDに関する課題解決のための支援、臨床における課題解決のための支援、各種講演や研修会
の開催等を検討・実施する。

・県内病院の課題解決に向けて、専門看護師によるニーズに応じた相談・支援を実施する。
　	
＜看護部門＞
１　県立病院連携事業の共通課題の検討支援
①�病院局経営戦略課看護人材支援専門官および４病院看護部長等とともに、残された課題の検討を継続
する。

②�県立４病院の人材育成の検討課題の解決に向けて検討する。

２　病院別課題解決における支援
①小児医療センターの要請に応じて、連携事業を継続して実施する。

３　県内病院における課題解決に向けた相談・支援
①�課題・ニーズに応じて専門看護師（老年看護、がん看護）による専門的立場からの相談・支援等を実
施する。

②活動内容を周知する。

＜診療放射線部門＞
１　共同研究等を通じた人材育成と大学への知の還元（共通）
２　備品の貸出（共通）
３　備品の貸出事業の利用拡大に向けての備品データベースの構築

２　実施結果

＜看護部門＞
１　県立４病院連携事業会議の開催
①日時：１回目　令和６年９月24日（火）９:30～11:30
　　　　　　　　Zoom　（ハイブリッド型）
　　　　２回目　令和７年２月４日（火）13:30～15:00、
　　　　　　　　Zoom（ハイブリッド型）
②出席者：�県立病院局課長・看護人材支援専門官・係長、
　　　　　県立４病院看護部長・副看護部長・教育担当師長
　　　　　センター長・学部長・事業責任者・担当者
③内容：�副看護師長の人材育成～副看護師長の教育システムの構築～について、副看護師長への支援の

検討過程、支援や育成状況、マネジメントラダーの評価と活用について意見交換を行った。

県立病院・県内病院連携
担当者／看護学部　◎行田教授、清水准教授、富永講師、戸谷講師、和田助教、鈴木（峰）助教、福田助教
　　　　診療放射線学部　◎上原教授、渡部准教授

Ⅰ-２. 事業報告
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２回目は、副看護師長への支援検討過程やマネジメントラダーⅠ（副看護師長レベル）の評価と課題、
教育システムの構築に向けた取り組みと現状把握のための調査等について意見交換を行った。

２　�県立病院の希望を受けて、「研究倫理とWeb調査」と「Googleフォームを使用した調査と集計」の
研修会を実施した。

３　�県内病院連携事業は、１施設で開始し、17回訪問し、認知症ケアの講義や看護計画等の相談、検討
を行っている。また、研究発表や論文執筆の支援を行っている。

＜診療放射線部門＞
１　令和６年度は要望が寄せられなかったため実施しなかった。
２　�県内病院に対する備品貸し出し事業については例年５件程度の貸出実績があるが、令和６年度につい

ては貸し出しの要望がなく実績数は0であった。
３　�令和５年度に引き続き備品貸し出し事業の利用拡大に向けての備品データベース構築のための準備と

してPC、データベースソフトの準備を行い、データベースフォーマットの設計・試作を行った。

３　事業成果・効果

＜看護部門＞
　県立４病院連携事業会議により、新たな課題「副看護師長の人材育成」に取り組み、課題解決に向けた方
法や支援に寄与できたと考える。また、県内病院連携事業は１施設にて開始し継続的に訪問し、施設のニー
ズに合わせて活動ができている。

＜診療放射線部門＞
１　事業の実施要望がなかったため特に成果・効果はない。
２　今年度は貸出実績がなかったため特に成果・効果はない。
３　今年度は備品データベース貸し出しの環境整備を行った。引き続きデータベースの構築を行っていく。

４　事業の課題及び改善の方向性

＜看護部門＞
１　�県立４病院の人材育成の検討課題として、次年度も「副看護師長の人材育成」を行っていく予定であ

る。
２　県内病院連携事業は、病院のニーズを把握すると共に、継続して活動していく。

＜診療放射線部門＞
１　�県立病院への知の還元事業に関する要望把握に努めたい。
２　引き続き要望が寄せられた備品について貸し出しを行っていく。
３　�貸し出し備品の利用を高めるため引き続きデータベースの試作を進め利用しやすい環境整備を進めて

いく。
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１　事業目的・内容

　県内の病院、行政機関、訪問看護ステーション、福祉施設、事業所等に所属する原則看護職者を対象に、
看護研究セミナーと看護研究個別支援の連動を図り実施する。

１．看護研究セミナーの開催（ハイブリッド開催）
　１）オンデマンド配信（令和６年５月８日～６月３日予定）
　　第１回「看護研究計画書の作成」
　　第２回「看護研究における倫理と手続き」
　　第３回「看護研究のための文献検索と文献検討」：受講者：８名
　２）対面演習の開催（令和６年６月１日）
　　第３回「看護研究のための文献検索と文献検討」

２．看護研究個別支援成果報告会：参加者８（13）名
　　・対面開催（令和６年６月１日）報告者２名

３．看護研究個別支援の実施
　１）新規支援：６グループ
　　・新規支援期間　令和６年７月～令和７年３月
　２）継続支援：３グループ
　　・継続支援期間：令和６年４月～令和７年３月

２　実施結果

１．看護研究セミナー　（ハイブリッド開催）：受講者36名
１）オンデマンド配信（令和６年５月８日～６月３日）
　　第１回「看護研究計画書の作成」
　　第２回「看護研究における倫理と手続き」
　　第３回「看護研究のための文献検索と文献検討」
２）対面演習の開催（令和６年６月１日）：受講者：８名
　　第３回「看護研究のための文献検索と文献検討」

２．看護研究個別支援成果報告会：参加者８（13）名
・対面開催（令和６年６月１日）報告者２名

３．看護研究個別支援の実施
１）新規支援：６グループ
　・新規支援期間　令和６年７月～令和７年３月
２）継続支援：３グループ
　・継続支援期間：令和６年４月～令和７年３月

看護職研究支援
担当者／看護学部　◎上山准教授、橋本准教授、浅見講師、戸谷講師、福島講師、丸澤講師、久保田助教

Ⅰ-２. 事業報告
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３　事業成果・効果

　看護研究セミナーでは、６圏域、病院や保健所など10施設の看護職が受講し、全ての受講生がセミナー
の内容を活用できそうと回答した。また、昨年度から再開した演習では、文献検索の体験を通して、その理
解を促すことができ、高い満足度を得た。
　看護研究個別支援は、対面やZoom等を活用して研究課題の明確化から複数回の支援を行い、新規では
院内発表を予定し、継続では２グループが学会発表を行うことができた。
　個別支援成果報告会は今年度より対面で再開したことにより、報告者と参加者が交流する機会に繋がった。
また、今年度より、支援期間終了後の学会発表等について調査することにより、支援の成果がより明確になった。

４　事業の課題及び改善の方向性

１）�研究セミナーの受講生を増員するために、県内の介護老人保健施設にも研究セミナーの案内を送付す
る。また、県内施設のニーズに合わせた研究セミナーの内容を検討する。

２）受講生のアンケート結果を受け、研究セミナーの配信期間を延長する。
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１　事業目的・内容

１　がんプロフェッショナル（医学物理士、放射線治療専門技師）養成のための医学物理学セミナーを開催
２　群馬放射線治療技術研究会を後援
３　群馬県内の放射線治療セミナーの企画と講師派遣

２　実施結果

第１回医学物理学講演会
　　テーマ：「頭頸部がんの放射線治療を極める」
　　日　時：令和６年12月21日　対面とZoomWebinarとのHybrid開催
　　参加者199名

第２回医学物理学講演会
　　テーマ：「放射線治療における医療安全を考える」
　　日　時：令和７年３月２日　対面とZoomWebinarによるWeb開催
　　参加者186名

３　事業成果・効果

　第１回は、多くの施設で行われている頭頸部がん放射線治療に関する基礎と臨床応用について、医師、医
学物理士および放射線治療専門放射線技師に講演していただいた。第２回は、医療安全に関する基礎から事
例検討そして最新の評価方法まで幅広く講演していただいた。
　頭頸部は体位の自由度が高くその位置再現性を高くする技術が必要であり、放射線治療計画においては、
３次元治療計画から強度変調放射線治療（IMRT、VMAT）まで種々の治療方法が用いられ高度な知識と応
用が必要であることから有意義なテーマであった。また、医療安全はすべての医療関連職種が知っておくべ
き知識であり注目を集めた。このような幅広い知識を一度の講演で深めることができる機会は少ないため、
地域の技術者、医学物理士および本学の学生にも貴重な機会となった。非常に有用で実務に直接役立つ内容
が多く、知識の再構築に有用と好評であった。
　放射線治療技術の向上のための講演会は、群馬県で治療を受ける患者の利益につながる有意義な活動である。

４　事業の課題及び改善の方向性

　放射線治療に携わる医療従事者の育成については、県がん対策推進条例においても明記されており、専門
的な医療従事者の質的向上を図る必要がある。今後も、がんプロフェッショナル養成事業として、本学独自
のセミナーの開催等を通じ、放射線技術系および医学物理関連の基礎教育や継続教育に取り組んでいく。

放射線治療講習会
担当者／診療放射線学部　◎佐々木教授、高田准教授、大野准教授、津野助教

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

１　�県内の診療放射線技師の臨床研究支援事業として、臨床現場における画像診断検査の向上・発展を目
的とする研究の推進と発信に必要な方法を討論する研究会の実施する。

２　�画像診断検査の向上を目的とした研究会の広報やオンライン研究会を共催または後援として支援する
とともに、必要に応じて講師を派遣する。

２　実施結果

主催事業として３回の研究会をオンラインで開催した。
・令和６年度第１回健科大CT・MRI研究会（ゼミ）の開催
　：2024年９月30日（月）19：00～20：00　Zoomミーティング（参加者４名）
・令和６年度第２回健科大CT・MRI研究会（ゼミ）の開催
　：2024年10月７日（月）19：00～20：00　Zoomミーティング（参加者４名）
・令和６年度第３回健科大CT・MRI研究会（ゼミ）の開催
　：2024年10月28日（月）19：00～20：00　Zoomミーティング（参加者５名）

共催事業として以下の研究会の支援及び開催を行った。
１．ベーシックRTぐんま会
・第５回ベーシックRTぐんま会の事前会議
　：2024年４月３日（水）19：00～19：30　Zoomミーティング（参加者８名）
・第５回ベーシックRTぐんま会の開催
　：2024年７月４日（木）19：00～20：30　Zoomウェビナー（参加者約40名）
・第６回ベーシックRTぐんま会の事前会議
　：2024年９月９日（月）19：00～19：45　Zoomミーティング（参加者８名）
・第６回ベーシックRTぐんま会
　：2024年12月12日（木）19：00～20：30　Zoomウェビナー（参加者約40名）

２．群馬Gyroユーザーズミーティング
・令和６年度群馬Gyroユーザーズミーティング世話人会
　：2024年７月２日（火）19:00～20:30　ハイブリッド：Zoomと放射線第１準備室（参加者10名）
・第18回群馬Gyroユーザーズミーティング
　：2024年７月31日（水）19:00～20:30　Zoomオンライン（参加者30名）
・令和６年度群馬Gyroユーザーズミーティング世話人会
　：2024年11月20日（水）19:30～21:30　ハイブリッド：Zoomと放射線第１準備室（参加者10名）
・第19回群馬Gyroユーザーズミーティング
　：2025年２月６日（木）19:00～20:30　Zoomと多目的ホールのハイブリッド（参加者26名）

３　事業成果・効果

　主催事業の研究成果を以下の通り学術発表できた。

診療放射線技師CT・MRI研究会
担当者／診療放射線学部　◎林教授、川村准教授、丸山講師
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Ⅰ-２. 事業報告

【学会発表：JSRT第71回関東支部研究発表大会】
・DR画像領域におけるeffective CNRの有用性について検討
・シンチレーターの異なる間接変換型フラットパネルディテクタの画像処理条件

４　事業の課題及び改善の方向性

　本年度は、主催事業として３回のCT・MRI研究会（ゼミ）をオンラインで開催し、安定した運営を実施
できた。参加者数は回ごとに４～５名であったが、今後も継続的に開催し、研究支援の場を提供する予定で
ある。
　共催事業については、ベーシックRTぐんま会および群馬Gyroユーザーズミーティングの支援および開
催を行った。ベーシックRTぐんま会は２回の事前会議と２回の本会を実施し、参加者は約40名と安定した
集客が得られた。群馬Gyroユーザーズミーティングについては、ハイブリッド開催の導入により、対面と
オンラインの利点を生かした運営が可能となった。特に、オンライン参加者の利便性が向上したため、今後
もハイブリッド形式を継続していく方向で検討する。
　また、主催事業の研究成果として、JSRT第71回関東支部研究発表大会での学術発表を行い、研究会の成
果を広く発信することができた。今後も、研究会を通じた臨床研究の支援を強化し、学会発表の機会を増や
すことを目指す。
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１　事業目的・内容

１　本学MRI装置などを用いた講習会の開催
２　群馬MR研究会への支援
３　MRIに関する他施設との共同研究

２　実施結果

１　MRI技術講習会の開催
　10月12日にウェビナーでの講習会を開催した。本会は、MRIに携わる群馬県内外の診療放射線技師
を主対象とし「MRI専門技術者」資格の取得を視野に入れた講習会である。
①　「専門技術者認定試験に向けたMRI基礎編」
　　茨城県立医療大学保健医療学部　郡　倫一　先生
②　「専門技術者認定試験に向けたMRI臨床編」
　　公立館林厚生病院医療技術部　鈴木　智也　先生
③　「定量的磁化率マッピングQSMの基礎と最近の話題」
　　群馬パース大学医療技術学部　高橋　哲彦　先生

２　群馬MR研究会への支援
　第257回６月20日参加者73名の開催を支援した。また第258回３月６日参加者40名の開催を支援した。

３　事業成果・効果

　今年度のMRI講習会は昨年と同様Zoomを用いたウェビナー形式で開催した。対象はこれからMRIを専
門的に扱う若手技師を主とし、内容は「基礎から応用まで幅広く学べる」ものとした。参加者数は県内外か
ら95名（延べ）、内容・運営ともに好評であった。群馬MRI研究会では円滑な運営になるよう支援を行った。

４　事業の課題及び改善の方向性

　MRI講習会は、県内の診療放射線技師のスキルアップの施策として継続していく。群馬MR研究会への支
援は、引き続き運営などを支援していく。

診療放射線技師継続教育等
担当者／診療放射線学部　◎渡部准教授、林教授、川村准教授、津野助教
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１　事業目的・内容

１　令和３年厚生労働省告示第273号研修への講師等派遣及び会場提供等
２　群馬県がん検診エックス線撮影従事者講習への講師派遣及び会場提供等
３　診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナーへの講師派遣及び会場提供等
４　日本診療放射線技師会主催「基礎技術講習（MRI検査）」への講師派遣及び会場提供等
５　群馬県診療放射線技師会企画推進部・放射線管理部の講習会開催支援

２　実施結果

１　�令和３年厚生労働省告示第273号研修への講師派遣及び会場提供等：６回開催し、講師派遣24名（延
べ）、受講者276名

２　群馬県がん検診エックス線撮影従事者講習への講師派遣及び会場提供等：３回開催し、受講者73名
３　�診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナーへの講師派遣及び会場提供等：１回開催し、講師派

遣３名、受講者14名
４　�日本診療放射線技師会主催「基礎技術講習（MRI検査）」：e-learningに移行したため、会場型は開催

せず
５　�群馬県診療放射線技師会企画推進部の講習会への講師派遣及び会場提供等：５回開催し、講師派遣４

名（延べ）、受講者189名

３　事業成果・効果

　2024年４月からはじまった医師の働き方改革に対応するため、多くの研修修了者を送り出せた。また、
関連講習会を開催することで、県内診療放射線技師の技術向上を支援できた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　令和３年厚生労働省告示第273号研修の開催は残り１年となるが、引き続き関係団体等と調整をしてス
ムーズな運営をしていく。

群馬県診療放射線技師会講習支援
担当者／診療放射線学部　◎五十嵐准教授、米持講師、丸山講師

Ⅰ-２. 事業報告



19

１　事業目的・内容

　県内診療放射線技師の研究支援事業として、国際的視野を身につけ、国際学会発表ができるよう基礎知識
を学べるよう講演、発表会等を実施、国際学会の紹介、国際学会参加報告も行う。

２　実施結果

　実施したセミナーでは、海外で開催された国際学会での発表を経験した大学院生が講師役を務め、来年度
実施される予定である短期海外研修に向けた準備や、今回海外発表で経験した発表内容、国際学会の雰囲気
などを紹介した。
　タイトルは「海外における学術発表と現地の学生との交流について in 韓国」で、本学診療放射線学研究
科博士前期課程の一木呈礼紗（てれさ）さんが講演した。

３　事業成果・効果

　来年度実施される海外短期研修の情報をみなさんにお知らせすることができた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　今後も、国際的な視野を育てるために継続を考えている。

国際化研究支援
担当者／診療放射線学部　◎小倉（敏）教授、渡部准教授、佐藤（充）助教
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Ⅰ-２. 事業報告

１　事業目的・内容

　県内診療放射線技師を対象に、核医学専門技師の取得を視野に入れた核医学検査に関わる継続的な講習会
の機会を提供する。また、技術支援を通して核医学の臨床研究や多施設研究の推進を行う。
１　SPECT及びPET装置の最新情報の提供
２　核医学及びPETに関わる検査法・技術に関する講習会の開催
３　核医学治療に関する講習会の開催
４　核医学及びPETの技術的支援による研究推進

２　実施結果

　令和６年度第一回研究会を群馬核医学技術研究と共同でZoomと現地開催のハイブリッドで２/17に
行った。講演内容は以下の通りである。参加者約40名。
（１）本研究会の紹介（群馬県立県民健康科学大学　大﨑洋充）
（２）核医学治療に関わる診療放射線技師の実務（がん研有明病院　吉田ほのか）
　また、アミロイドPETの撮像施設認証の技術的サポートを実施した結果、本年度群馬県下の６施設で
PET撮像施設認証を取得することができた。m3.comにwebサイトを立ち上げて、会員登録やMLの構築
を行った。

３　事業成果・効果

　核医学治療やアミロイドPETの保険適用は本県における社会的なニーズが高く、当事業を通して各施設
に適切な情報提供が可能となった。また、撮像施設認証取得のためのファントムデータ取得は専門技師以外
では難儀であり、本学教員のPET撮像認証制度委員としての経験を活用して、円滑な保険適用の検査実施
が可能となった。

４　事業の課題及び改善の方向性

　アミロイドPETの継続的なフォローに加えて、核医学治療に関する臨床体制・研究をサポートするべく、
準備を進めていく必要がある。また、核医学専門技師の取得に関する講義の実施やサポートも進める必要が
ある。核医学に関わる企業の講演も行い最新の情報提供も行いたい。

診療放射線技師核医学研究会
担当者／診療放射線学部　◎大﨑教授、佐藤（充）助教
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１　事業目的・内容

　県民を対象とした公開講座や講演会等の事業を通して、地域の方々に本学の教育と研究の成果を還元する。
１　公開講座
　県民を対象とした講座を年度内に、２回（可能なら３回）実施する。感染症等の蔓延の状況に応じて、
講演を収録した動画のYouTube限定公開に切り替えて実施する。感染症等が蔓延していない場合には
対面で行う。

２　出前講座
　「出前講座」のメニュー（一覧）をホームページに掲載し、要請に応じて地域団体が主催する集会等
へ講師を派遣する。なお感染症等の蔓延に応じて、派遣を見合わせるなど適宜対応する。

３　公開授業
　「群馬県民の生活と文化」「環境と健康概論」「人間の発達と健康概論」の３科目について実施すること
としているが、新型コロナウィルス感染症の影響についてはその時点で検討する。

２　実施結果

１　公開講座
・第１回公開講座「これから始める生成～上手な生成AIとの付き合い方～」
日時：令和６年８月24日（土）13:00～14:30
会場：本学大講義室
講師：本学　診療放射線学部　助教　佐藤充
参加者数：74名

・第２回公開講座「３Dイメージング　ー身近なものから最新のものまでー」
日時：令和７年２月15日（土）13:00～14:30
会場：本学多大講義室
講師：本学　診療放射線学部　准教授　多鹿友喜
参加者数：39名

２　出前講座
「のべ出前講座数」61回、「のべ受講者数」2379人

３　公開授業
「群馬県民の生活と文化」　延べ受講者数：43名
「環境と健康概論」　　　　延べ受講者数：29名
「人間の発達と健康概論」　延べ受講者数：44名

公開講座・出前講座
担当者／看護学部　山﨑教授、鵜生川准教授、小西講師、中川助教、塩澤助教、山岸助教
　　　　診療放射線学部　◎寺下准教授、大﨑教授、多鹿准教授、西村助手
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Ⅰ-２. 事業報告

３　事業成果・効果

　本事業では、広く県民に本学の教育や研究成果を還元するという目的で、県立大学に求められる水準かつ
県民のニーズに沿った企画を実施している。本年度について、公開講座では、本学教員を講師として２回開
催した。参加者数はコロナ禍以前の水準まで回復した。公開授業は昨年と同等の参加者であった。本年度は
本事業の目的を十分達成できたと考えらえる。

４　事業の課題及び改善の方向性

　これまで通り本事業では、県民のニーズに沿って企画し、活動を継続していく。今後とも地域貢献活動を
積極的に実施すると共に、大学の現状や卒業生の活躍なども含め、他委員会と共により広範な広報活動に力
を入れる必要がある。
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１　事業目的・内容

　Newsletter、地域貢献活動報告書、リーフレットを発行し、大学や本センターの活動を広く県民に周知
する。
・連携センターNewsletterを年３回、７月、11月、３月に発行する
・2023年度地域貢献活動報告書を編集し、10月初旬に発行する
・�2023－24年版地域連携・キャリア開発センターリーフレットを用いて、センターの役割や活動につい
て県内関係機関へのPRを継続する。

２　実施結果

　Newsletterを年３回、７月、11月、３月に発行し、センター事業や公開講座、学生らによる地域ボラン
ティア活動、学生や教員らの学会賞受賞などについて報告した。2023年度地域貢献活動報告書では具体的
な活動状況を報告したが、印刷発注準備に時間がかかり、当初の予定より１か月遅れの発行となった。地域
連携・キャリア開発センターへの名称変更に伴い、紹介リーフレットを改定して発行した。

３　事業成果・効果

　Newsletterや活動報告書等の発行により、センター事業や、学生・教職員の活躍をPRすることができた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　Newsletterについては、業務集中により発行が遅延しやすかった３月号の準備を１月から着手し予定通
り発行ができた。地域貢献活動報告書については、複数担当者で進捗管理を行い、発行予定日に間に合うよ
う準備を進めたい。

情報発信
担当者／看護学部　◎�狩野教授、大川准教授、樋口講師、生方講師、島田講師、鈴木（恵）講師、
　　　　　　　　　　高橋（美）講師、垣上講師、鈴木（峰）助教、福田助教
　　　　診療放射線学部　原教授、長島准教授、川村准教授、津野助教、西村助手
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Ⅰ-２. 事業報告

１　事業目的・内容

　健康福祉部や生活こども部と情報交換により施策を行う。
１　認知症サポーター養成支援
　県内の関係施設等からの講師依頼への対応

２　県民の健康福祉施策の実現に向けた事業の協働展開
（１）子育て講座プログラム政策・普及への協力
　生活こども部児童福祉・青少年課と連携し、「ぐんまの親子仲良しこよし子育て講座　ほめトレ乳児編
トレーナー・マニュアル」の活用・普及に向けた検討の継続

３　感染症・がん疾病対策課と連携による保健福祉事務所等の胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定

４　展開内容を協議の上検討

２　実施結果

１　認知症サポーター養成支援
（１）認知症サポーター・ステップアップ研修教材の紹介動画
　中高生向け：再生回数140回（R６年度～）
　一般向け：再生回数：約960回（H29年度～）
（２）認知症ステップアップ研修
　榛東村の認知症講座の依頼はなかった。

２　県民の健康福祉施策の実現に向けた事業の協働展開
（１）子育て講座プログラム政策・普及への協力
　・今年度の活動はなかった。

３　「群馬県保健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」
　・県の担当者と定期的な打ち合わせを実施した。
　・医療被ばくの線量測定に関する具体的な相談はなかった。

４．准看護師再教育集合研修
　県医務課の依頼を受け、講師５名による准看護師再教育集合研修を実施した。
　日時：11月25日：10:00～16:10、27日：11:00～15:10

３　事業成果・効果

　「認知症サポーター養成支援」では、大学HPで認知症サポーター・ステップアップ研修教材について、
令和６年度より中高生向けの教材を公開し、一般向けとともに興味・関心をもって利用された。また、「保
健福祉事務所等における胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」では、県担当者との打ち合わせや意見交

健康福祉政策・地域連携（健康福祉政策）
担当者／看護学部　◎廣瀬教授、狩野教授、行田教授
　　　　診療放射線学部　米持講師、佐藤（充）助教
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換により、線量計の経年劣化に伴う精度管理が担保されたと考える。

４　事業の課題及び改善の方向性

１．�「認知症サポーター養成支援」については、認知症サポーター活動促進事業の推進に向けて、市町村
からの支援要請に応じて教材の提供や研修の支援を継続する。

２．�「胸部X線撮影時の医療被ばく線量測定」については、線量計の精度管理を目的に、更新や使用を含めて、
必要に応じて助言・支援を継続する。

　�「群馬県子育て講座乳児編のプログラム」については、マニュアル完成により、今年度をもって終了
とする。
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Ⅰ-２. 事業報告

１　事業目的・内容

学生ボランティア活動や他大学との連携等により、県民の保健医療福祉に寄与する地域に根ざした取り
組みを行う。

＜ボランティア活動＞
・�ボランティアサークルや桃ノ木川を愛する会、リレーフォーライフ健科大ボランティアチーム等の活
動を支援し、子育て支援、地域の活性化、環境美化、県内がん対策の推進などの重要課題の解決に向
けて学生や教職員が活動しやすい環境を整備する。

・コロナ禍に伴い継承が困難となっている活動ノウハウの補填と継承に向けた支援を継続する
・ボランティア活動を行う学内団体の支援
・学生図書係の協力を得て、ボランティア募集情報の収集・選別と学生への周知を行う

＜県内他大学との協力・連携事業＞
・「めぶく。プラットホーム前橋」への参加
・�群馬大学主催、群馬県内16大学・高専による「ぐんまダイバーシティ推進地域ネットワーク」への
参加

＜地域交流（新規）＞
・桂萱地区健康チェックへの協力支援
・桃ノ木小学校町探検活動への協力

２　実施結果

１．�「ボランティア活動」では、大学近隣の地域行事や環境美化活動、子ども向けの体験型イベントやが
ん対策チャリティーイベント等に学生・教職員がボランティアとして多数参加した。

２．�「めぶく。プラットホーム前橋」では、市内5大学による中高生向け大学講座に両学部から各1題の講
座を配信するとともに、担当職員が定例会議に参加した。

３．�「ぐんまダイバーシティ推進地域ネットワーク」では、担当教員が会議に出席し、各大学の取り組み
や課題を共有した。また、本学からは7名が女性研究者シーズ集に主要研究テーマや地域貢献関連分
野の情報を登録し、共同研究や地域貢献の機会確保を行った。

４．�「桂萱地区健康チェック」では、下記の日程で、骨密度、体重・体脂肪・血圧・血管年齢・肌水分量・
血中酸素飽和度の測定を実施した。午前・午後合わせて近隣住民89名が参加した。

日時：12月1日（日）10:00～11:30、13:00～14:30
場所：桂萱公民館

健康福祉政策・地域連携（地域連携）
担当者／看護学部 ◎狩野教授、◎高井教授、廣瀬教授、櫻井准教授、久保講師、富永講師、

大澤 ( 康 ) 講師、高橋 ( 美 ) 講師、坪井講師、塩ノ谷講師、鈴木 ( 美 ) 講師
高橋 ( 佳 ) 助教

　　　　診療放射線学部 ◎原教授、大野准教授
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３　事業成果・効果

　「ボランティア活動」「めぶく。プラットフォーム前橋」「桂萱地区健康チェック」では、教職員が協働し、
地域行事や多様なイベントへの参加、今後の進路選択への参考に中高生向けの動画を作成・配信、地域
住民の健康チェックの実施により、県内・地域の活性化や地域住民の健康維持・増進に向けた活動がで
きた。また、「ぐんまダイバーシティ推進ネットワーク」を通し、情報共有により研究や地域貢献活動へ
の機会につなげることができたと考える。

４　事業の課題及び改善の方向性

１．�本事業については、大学近隣との情報交換やコミュニケーションを図り、学生・教職員の活動協力に
向けた周知とともに、ボランティア活動・支援を継続する。

２．�県内他大学や前橋市との情報共有や連携を図るとともに、地域住民のニーズに応じた活動を通じて、
県民の健康の保持・増進に向けた取り組みを実施する。
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１　事業目的・内容

１　生活環境の放射線とその測定に対する助言を行う（随時）。
２　測定器の簡易校正の依頼に対応する（随時）。
３　�自治体が定期的に実施する空間線量率測定の助言および指導を行うとともに測定結果に基づいて線量

評価報告書を作成する。
　測定回数は、前橋市　３回、みどり市　１回、川場村　１回を予定している。

４　放射線（能）に関する講習会への講師派遣依頼に対応する。

２　実施結果

　下記の自治体から提出された空間線量率測定結果について評価し、報告書を作成した。
【前橋市】

・測定地点：バイオマス発電施設周辺　４地点、公園および市役所等　４地点、
　　　　　　赤城山　６地点
・測定回数：バイオマス発電施設周辺、公園および支所等　２回、赤城山　１回
・公開場所：非公開

【みどり市】
・測定地点：桐原グラウンドおよびテント村　２地点
・測定回数：１回
・公開場所：みどり市HP

【川場村】
・測定地点：川場村のキャンプ場、ハイキングコース等　15地点
・測定回数：１回
・公開場所：世田谷区教育委員会

３　事業成果・効果

・�前橋市：バイオマス発電所稼働から８年目の測定となった。稼働後の空間線量率を継続的に測定し、バッ
クグラウンドデータを蓄積している。昨年に引き続き、赤城山の空間線量率について評価をしたところ、
2011年事故当初と比較して約70～76％の減衰を確認することができた。

・�みどり市：２地点の空間線量率データについてコメントした。コメントはみどり市HPで公開されている。
・�川場村：キャンプ場、ハイキングコース等15地点の空間線量率データから、世田谷区小学５年生の移動教
室（２泊３日）における外部被ばく線量を試算した。結果と報告書については、世田谷区教育委員会を通し
て保護者及び関係者に説明がなされている。

４　事業の課題及び改善の方向性

　東京電力福島第一原子力発電所の事故を契機に、原発由来の放射性物質に対する県民の不安解消の一助と
なるよう空間線量率測定を計画し遂行してきた。事故から約14年が経過したが、自治体から要請がある限り、
環境中の放射線および放射能、空間線量率測定等に関わる質問や依頼に対応していく。

健康福祉政策・地域連携（放射線測定協力）
担当者／診療放射線学部　◎杉野准教授、原教授

Ⅰ-２. 事業報告
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１　事業目的・内容

　群馬県民の健康寿命延伸を目指した事業に取り組む。
　具体的には、群馬県健康福祉部及び県内市町村等との協働による地域の実態把握・課題分析・健康課題の
明確化、調査研究、実践プログラムの企画及び実施、人材育成及び県民に対する健康寿命延伸に関わる知識、
技術の普及等、科学的根拠に基づいた健康づくり対策を展開する。
１）元気県群馬21健康づくり協働事業
（１）�群馬県民の健康寿命の延伸及びぐんま元気の５か条普及啓発に向けて、群馬県健康福祉部及び市

町村の要望に応じ、大学との協働によるイベントの開催を企画、実施する。

２）小規模町村支援事業のモデル地区として選定した榛東村の健康づくり対策に対する協力
（１）身体活動量計を活用した研究を推進する。
（２）村との協働により作成した慢性腎臓病発症予防・重症化予防リーフレットの普及を図る。
（３）保健福祉計画策定等に委員として参画し、有識者の立場から発言する。
（４）認知症サポーター研修の講師として協力する。
（５）その他　村の要望を踏まえ検討する。

３）群馬県立ゆうあいピック記念温水プールにおける健康増進効果検証事業に対する取り組み
（１）施設が実施している健康教室利用者を対象として、収集したデータ分析をすすめ、心身への影響
等について、心理的指標及び生理的指標を用いて検証し、介入研究を実施する。

４）「ぐんま元気エクステンションセミナー」の開催
（１）�出前講座登録時に「健康寿命延伸プログラム」と明示した16講座を「ぐんま元気エクステンショ

ンセミナー」として開催する。

２　実施結果

１）元気県群馬21健康づくり協働事業
令和６年度において、県および市町村からの協力依頼はなく、本事業の実施はなかった。

２）小規模町村支援事業
＜榛東村への支援＞
（１）身体活動量計を活用した研究
　活動量計の使用希望者が少なく、十分なデータ収集ができなかったため、引き続き課題として検討す
ることとした。
（２）慢性腎臓病発症予防・重症化予防リーフレット作成
　村がこれまで作成したリーフレットをアレンジし、継続して活用しているため、令和６年度において
新たに大学への作成依頼はなかった。

健康寿命延伸プロジェクト
担当者／看護学部　◎�大澤（真）教授、宮崎教授、狩野教授、塩ノ谷講師、鈴木（美）講師、坪井講師、

佐藤講師、大澤（康）講師、高橋（佳）助教
　　　　診療放射線学部　佐藤（哲）教授、大野准教授
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（３）保健医療福祉計画策定への参画
　事業メンバーが「榛東村第９期介護保険事業計画及び高齢者保健福祉計画」策定懇談会に委員として
参画した。
（４）認知症サポーターステップアップ研修の実施
　令和６年度は、榛東村からの協力依頼はなかった。

３）群馬県立友愛ピック記念温水プールに関わる事業
　令和６年度は、プールが主催する健康測定により３回協力（測定項目：ロコモ度、体組成）し、各回
20名程度、計65名を測定した。

４）ぐんまエクステンションセミナー
　令和６年度の実施件数は30件、参加人数1251人、登録14講座であった。

３　事業成果・効果

　小規模町村支援事業では、榛東村への支援を継続し、これまでに一定の成果が得ることができた。現在、
村は自立した活動を実施できており、令和６年度の大学からの主な支援協力は中止した。今後は村の要望に
応じて支援を継続する方針である。
　また、新規に他の小規模市町村への支援を開始する準備を行い、令和７年度から支援希望町村を募集する
予定である。認知症サポーター研修では、大学教員の知識・技術を活かし、講師として協力した。その結果、
修了者が認知症カフェの運営を担うなど、小規模町村における専門家のマンパワーが不足の解消へ寄与する
とともに、村民の健康寿命の延伸や保健活動の質の向上に貢献した。さらに、ぐんまエクステンションセミ
ナーを通じ、県民の健康寿命延伸に寄与することができた。

４　事業の課題及び改善の方向性

　健康寿命延伸プロジェクトは、県および市町村等の要望に応じて支援を行っている。新たな要望があれば
柔軟に対応し、県民の健康寿命延伸に向けた取組みをさらに活発化させていく。

Ⅰ-２. 事業報告
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出前講座【健康寿命延伸プログラム】ピックアッ
プ

「元気にいきいき生活するために！」
� 看護学部　講師　髙橋美穂子　鈴木恵理

【概要】
　本講座「元気にいきいき生活するために！」は、県内で生活する高齢者を対象にした健康寿命延伸プ
ログラムです。毎日いきいき生活するためには、「からだ」だけではなく「こころ」も元気でいることが
大切です。「こころ」の健康やストレスとの付き合い方などについてのお話のあと、「からだ」を使って軽
い運動（笑いヨガ、マッサージなど）を参加者の皆さまと一緒に体験しています。

【実施状況】
　令和６年度は、介護・福祉職の方や一般企業にお勤めの方、高齢者の方などを対象に、県内の６箇所
で実施しました。

【主な講演内容】
　ストレスとは、ストレスによる影響、ストレスへの対処、笑いヨガ、マッサージ　など

【参加者の感想】
　「適度なストレスが成長を促す点に共感できた」「一緒に参加した人と笑ったり、話したりすることで、
会場全体がとても良い雰囲気になった」「体を動かしながら笑うことですっきりするのがわかった」「終了
時には心身ともにスッキリしていた」などがありました。

【担当者より】
　「こころ」や「からだ」がうつうつしたときにこそ、実施していただきたい内容だと思います。毎日、
少しでも、いきいきと生活するために、一緒に体験してみませんか？

参加者の皆さまとの笑いヨガの様子



32

Ⅰ-２. 事業報告

Vol.12/No.1 2024.7

地域連携・キャリア開発センター
センター長 廣瀬規代美

地域社会のニーズに対応した事業の推進を目指して

本学 元学長 名誉教授 土井邦雄先生ご夫妻より学生支援のご寄付

本学と東西大学校（韓国釜山市）は令和６年２月19日に調印式を行い、
学生及び教員の交流、共同研究、学術情報の交換、短期研修等に関する
協力を目的とした学術交流協定を締結しました。今後は、本協定に基づき
相互に協力して交流を深めてまいります。

写真右：東西大学校 国際部副所長兼放射線学科教授 ユン・ヨンス
写真左：群馬県立県民健康科学大学 学長 柏倉 健一

東西大学校（韓国）との学術交流協定締結

『地域連携・キャリア開発センター』に名称を変更！

去る４月 日、本学名誉教授で元学長の土井邦雄先生ご夫妻よ
り、学生の研究活動の支援のため、 万円のご寄付をいただき
ました。
土井元学長ご夫妻からは、 年から今回を含め総額 万円

のご寄付をいただいており、このご支援を活用して多数の学生が
国内外での学会発表や学会参加等をしております。ご夫妻からの
長年にわたる浄財のご寄付に、心より御礼申し上げます。

本学地域連携センターは、開設後 年目を迎え、４月より『地域連携・キャリア開発セン
ター』に名称を変更致しました。これまでの組織体制を「看護継続教育」「病院連携・研究
支援」「診療放射線リカレント教育」「地元創成・連携推進」の４部門に再編し、計 事業
を展開して参ります。当センターは、高齢化社会の到来、医療の高度化に伴い変革する医療
現場に対応できる看護専門職および診療放射線技師のキャリアアップを目的としたリカレン
ト教育の推進に向けて事業の充実を図っております。さらに、
地域社会のニーズに応じて、大学の知的財産・研究成果を活
用した公開講座の開催等を通し、県民の健康維持・増進に寄
与できるよう努めております。
今後も、関係機関・関係者の方々と協働し、地元に根付い

た医療系大学としての役割を果たすべく精進して参ります。
引き続きご理解とご支援をどうぞ宜しくお願い申し上げます。

写真：（中央）廣瀬センター長、（左）小倉、（右）大澤 副センター長

群馬県立県民健康科学大学群馬県立県民健康科学大学
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お知らせ

発行：群馬県立県民健康科学大学地域連携・キャリア開発センター 〒371-0052 群馬県前橋市上沖町３２３－１
ＴＥＬ：０２７－２３５－１２１１ ＦＡＸ：０２７－２３５－２５０１ ＵＲＬ：h�ps://www.gchs.ac.jp/

【学部生・大学院生の学会賞受賞】

【 テー マ 】 これから始める生成 ～上手な生成 との付き合い方～
【 日 時 】令和６年８月 日（土） ： ～ ：
【 会 場 】群馬県立県民健康科学大学 大講義室
【 講 師 】群馬県立県民健康科学大学 診療放射線学部 助教 佐藤充先生
【申込方法】詳細は本学ホームページをご覧ください。

公開講座

月 ９ 日 金 、 日（土）にオープンキャンパスを開催します！
対象：高校生、受験生とその家族 内容：学部説明会、施設見学、模擬講義・演習、個別相談等
申し込み：７月上旬より 受付開始（予定）＊詳細は随時ホームページでお知らせします

OPEN CAMPUS  2024

【学生による地域ボランティア活動】

日本放射線技術学会関東支部 優秀学生賞の受賞について
　令和６年３月25日に、診療放射線学部４年生（現卒業生）の倉澤一希さ
んが、公益社団法人日本放射線技術学会関東支部から「関東支部優秀学生賞」
を授与されました。昨年12月の日本放射線技術学会東京・関東支部合同研
究発表大会2023での発表等が評価されたものです。

日本診療放射線技師会　学業優秀賞の受賞について
　令和６年３月25日に、診療放射線学部４年生（現卒業生）の中里湧貴さ
んが、公益社団法人日本診療放射線技師会から「学業優秀賞」を授与され
ました。本学での学業成績が極めて優秀であったことに加え、４月から診
療放射線技師として病院に勤務し、地域医療に貢献していこうという強い
意思が評価されたものです。

　去る５月12日（日）、前橋市桂萱地区で開催された「のびゆくこど
ものつどい・ふれあいの広場」に、本学ボランティアサークルから、
代表の猪野愛莉さん（看護２年）ほか学生13名が参加し、バルンアー
トとスタンプラリーブースを出展しました。目の前のカラフルな風
船があっという間に子犬や剣に変身する様子は来場した子どもたち
に大変喜ばれ、地元地域の皆さまとも交流ができました。参加学生
からは、疲れたけれど楽しかった、子どもたちに喜んでもらえてう
れしかった、などの感想が聞かれ、笑顔あふれる楽しいひと時とな
りました。
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対面式を中心に実施したオープンキャンパスについて

オープンキャンパスを開催しました

８月９日、 日にオープンキャンパスを開催し、県内外の高
校生 名と保護者 名にご参加いただきました。本年度は制
限を設けずに自由に大学内を見学していただき、賑やかで楽し
い２日間になりました。
当日は学部説明会、個別相談会、在学生と交流会、施設見学、

模擬授業、模擬演習体験を行いました。多くの参加者が、学生
や教員から学習内容や体験談を聞き、大学生活の雰囲気を感じ
取り、イメージを深めてくださっていました。また、文字集め
をしながらの見学は、楽しく学校を回れたと好評でした。文字
集めをクリアされた方には本学とぐんまちゃんの限定コラボ
レーション缶バッジが配られました。
参加者からは、「先輩たちの話を聞けたことで大学への理解

が深まった」「体験談を交えた学部説明会と演習で、大学の雰
囲気を感じ看護の仕事の魅力を体感できた」「超音波や放射線
の見学、体験が楽しかった」などの感想をいただき、盛況のう
ちに終えることができました。

ボランティア活動報告

桃の木リバーを愛する会（放射３年 藤田 春花
会長）の皆さんが、毎年恒例の花の苗植えを行
いました。赤や白の可憐な花が、河辺を通る人
たちの目を楽しませています。同会は平成 年
から桃の木川沿いの環境美化活動に取り組み、
地域の皆さんと交流しています。

【桃の木リバーを愛する会による花の苗の植え付け】 開催：６月 日 金

今年で第 回の節目を迎えたホリデーインまえばし
に、ボランティアサークル（看護２年 猪野愛莉会長）
から 名が参加し、オリジナル缶バッジコーナーを出
展しました。幼児から小学生を中心に 名の親子がテ
ントを訪れて自由にお絵かきを楽しみ、素敵な缶バッ
ジが仕上がりました。閉会式では、ホリデーマーチに
合わせて大人も子どももみんなで踊り、楽しい夏の一
日を笑顔で締めくくりました。

【第 回 ホリデーインまえばし】 開催：８月 日 日 会場：前橋敷島公園

教職員親子も参加

学生と教職員８名が参加、管理員さんも応援参加

ボランティアサークル
のみなさん

群馬県立県民健康科学大学群馬県立県民健康科学大学

Ⅰ-２. 事業報告
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【教員の受賞】

【出前講座を実施しています】
教員がそれぞれの専門知識を生かしつつ、県民の皆様にわかりやすい説

明や体験となるような講座を準備しています。令和６年度の講座メニュー
は テーマで講師の派遣は無料です。ぜひ、ご活用ください。

右写真：【健康寿命延伸プログラム】元気にいきいき生活するために！の１コマ

活動報告

日本生体医工学会優秀賞および特別賞の受賞について
診療放射線学部の佐藤充助教が、第 回日本生体医工学会大会の

Investigatorʼs セッションにて、「優秀賞」および「特別賞」を受賞
しました。
日本診療放射線技師会功労賞の受賞について
診療放射線学部の五十嵐博准教授が、（一社）群馬県診療放射線技師会第
回定時総会において、「日本診療放射線技師会功労賞」を受賞しました。

【第１回 公開講座を実施しました】

令和６年８月 日に、生成 の原理や使い方についての第１回公
開講座を実施しました。

名の参加者からの意見には、「 について知りたかった
ので非常に勉強になった」「楽しく について理解を深める事がで
きた」「生成 の注意点を踏まえて、活用していきたいと思った」
などがありました。

テーマ：これから始める生成 －上手な生成 との付き合い方－
講師：診療放射線学部 佐藤 充

※ 地域連携・キャリア開発センターでは、事業の一環として、公開講座の
開催を計画しています。お楽しみに!!

日本看護研究学会奨励賞の受賞について
看護学部の橋本晴美准教授が、日本看護研究学会第 回学術集

会において、「 年度 奨励賞」を受賞しました。
受賞論文： がん患者の呼吸困難感に影響する要因、橋本晴美 ほか、日本看護
研究学会雑誌

【前橋市下沖町納涼祭】 開催：８月３日 土 会場：前橋市下沖町公民館

血圧測定コーナーでは地元の
皆さまと交流ができました 右写真：ステージでは『ルージュの伝言』を合唱

日頃実習等でお世話になっている下沖町の納涼祭に看護学部４年生
５名と教員２名が、血圧測定コーナーの出展や合唱、ビンゴ大会など
に参加させていただきました。地元住民の皆さまに温かくお迎えいた
だき、親睦を深めることができました。
学生からは、たくさんの人が測定に参加して下

さり嬉しかった、とても楽しく貴重な体験となっ
た、との感想がありました。
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おおももなな事事業業のの報報告告：：

桂萱地区地域づくり推進協議会事業の一環である｢骨密度
測定会｣を桂萱公民館にて共催しました。骨密度が低下する
と骨折しやすくなり、日常生活にも不便が生じ、様々な健康
障害の原因になります。本学と桂萱公民館では骨密度を定期
的に測定する事業を継続して行っています。本学教員及び学
生ボランティアの皆さんにより骨密度の他に体重、血圧、肌
水分量、血管年齢、体脂肪、血中酸素濃度などの測定も実施
しました。今年度は 名と多くの近隣住民の皆様にご参加い
ただきました。

【桂萱地区と「骨密度測定会」を共催】 月 日 日

超音波による骨密度測定

【看護師特定行為研修課程の群馬県及び他大学との連携 活動報告】

令和 年 月 日（土）会場：県庁
前橋赤十字病院高度救命救急センター長
兼救急科部長中村光伸先生の講義

昨年度より群馬県健康福祉部医務課及び県内看護系
２大学との共催により、県内の特定行為研修修了者
県内修了者 を対象にフォローアップ研修会を実施し
ています。目的は、県内修了者が高度な臨床実践能力
を発揮できるよう自己研鑽を継続する機会及びネット
ワークを形成する機会の提供です。今年度は、第１回

月 は実践報告及びグループワーク、第２回 月 は
栄養及び水分管理に関する臨床推論の講義を加え、多
くの県内修了者にご参加いただきました。

おお知知ららせせ

◆令和 年度無料講座・無料セミナーのご案内
公開授業 前期開講 科目を県民のみなさんに公開しています（無料・要申込）
看護研究セミナー

【 対象者】 群馬県内の保健医療関係職の方
【 内 容 】

個別支援成果報告・相談会
開催日時： 月 日 （土） 時 分～ 時 分（対面開催）

出前講座 健康に関する内容や医療従事者の業務に役立つ講座を用意しています

第１回 「看護研究計画書の作成」
第２回 「看護研究における倫理と手続き」
第３回 「看護研究のための文献検索と文献検討」 詳細は、 を

ご覧ください。

＊オンデマンド配信
第３回は希望者のみ対面演習
月 日（土）９： ～ ：

Ⅰ-２. 事業報告
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〇第 種放射線取扱主任者試験に１７名が合格
診療放射線学部３年生を中心に 年生を含む計 名が第１種放射線取扱主任者

試験に合格しました。放射線取扱主任者は、放射線安全管理の統括責任者が所持
すべき国家資格であり、３種類の資格（第１種、第２種、第３種）の中で第１種が
最も難度が高い資格となります。
〇保健事業等功労者知事表彰の受賞について
診療放射線学部の五十嵐博准教授が、 年から一般社団法人群馬

県診療放射線技師会役員として、群馬県内の診療放射線技師のがん検
診における技術向上等に貢献していることが高く評価され、「保健事
業等功労者知事表彰」を受賞しました。
〇人命救助活動を行った看護学教員養成課程生について
看護学教員養成課程の泊博子さんが、スポーツ競技中に心肺

停止状態となった男性に対し現場に居合わせた看護師と連携し
て救命活動を実施し、玉村町消防署長様より人命救助に貢献し
たとして感謝状が贈られました。治療を受けた男性は無事に回
復し、現在は通常の生活を送っているそうです。

【第 回 桃の木祭の開催】 月 日 土
今年も本学学園祭の桃の木祭を開催しました。当

日は小さなお子さんからご高齢の方まで約 名の皆
さまにご来場いただき、ビンゴ大会や射的、聴診体
験、ダンスやバンド演奏などをお楽しみいただきま
した。近隣の皆さまには、バザーやスポーツ吹き矢
コーナーの出展などで学園祭を盛り上げていただき
ました。パンケーキや喫茶コーナーなど学生による
模擬店も復活し、楽しい一日となりました。 写真：左上から時計回り、仮装大会、実行委員

パーカー、パンケーキ屋、がん予防啓発射的

【リレー・フォーライフ・ジャパン ぐんま】 月 日 土 日 日
初開催から 年目となる標記イベントに学生・教職員
名がボランティアチームとして参加しました。当日は、

チャリティーくじコーナーやドリンク販売などを担当したほ
か、がん検診や禁煙を呼びかける横断幕を手にがん征圧に向
けてリレーウォークにも参加しました。来年はさらに大勢の
チームを組んで参加したいと思います。

令和６年度群馬県母性衛生学会において、看護学部２年生の
新井さくらさんが、「群馬県の医療系大学生による思春期ピ
ア・エデュケーション活動について」をテーマに、在籍する
「ぴあサークル」の活動報告を行いました。新井さんは、「ピ
ア活動の幅を広げ、群馬県をピア活動が盛んな地域として発展
させていきたい」と話していました。

【群馬県母性衛生学会でのぴあサークル活動報告】 月 日 土）

左から手島瑠美さん、橋本
玲奈さん、新井さくらさん

学学生生・・教教職職員員のの活活動動紹紹介介：：
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学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
看
護
科
学
学
会
　
研
究
倫
理
審
査
委
員
会
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
看
護
科
学
会
　
和
文
誌
編
集
委
員
会
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
看
護
科
学
会
　
和
文
誌
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
地
域
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
地
域
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
地
域
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
地
域
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
地
域
看
護
学
会
　
第
27

回
学
術
集
会
抄
録
査
読
委
員

日
本
地
域
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

第
13

回
日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
学
術
集
会
　
抄
録
査
読
委
員

日
本
公
衆
衛
生
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会
学
会
誌
　
査
読
委
員

日
本
ル
ー
ラ
ル
ナ
ー
シ
ン
グ
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

千
葉
看
護
学
会
会
誌
　
専
任
査
読
者

千
葉
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

大
澤
真
奈
美

第
55

回
日
本
看
護
学
会
学
術
集
会
　
抄
録
査
読
委
員

日
本
看
護
協
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
看
護
研
究
会
理
事
　
地
域
貢
献
活
動
担
当

群
馬
県
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
６
年
度

看
護
師

　
教
授

狩
野
　
太
郎

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

看
護
師

　
教
授

狩
野
　
太
郎

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
委
員
会
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

看
護
師
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

狩
野
　
太
郎

第
39

回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会
企
画
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

看
護
師

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

研
究
活
動
推
進
委
員
会
委
員

日
本
老
年
看
護
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

理
事

日
本
運
動
器
疼
痛
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

評
議
員

日
本
慢
性
疼
痛
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

代
議
員
　
国
際
活
動
推
進
委
員
会
委
員

和
文
誌
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

評
議
員
　
和
文
誌
編
集
委
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

専
任
査
読
者

日
本
エ
ン
ド
オ
ブ
ラ
ウ
フ
ケ
ア
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

高
井
ゆ
か
り

理
事

日
本
認
知
症
の
人
の
緩
和
ケ
ア
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

行
田
　
智
子

日
本
看
護
研
究
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
６
年
度

ー
日
本
看
護
研
究
学
会
員

　
教
授

行
田
　
智
子

日
本
助
産
学
会
専
任
査
読
委
員

日
本
助
産
学
会

令
和
６
年
度

－
日
本
助
産
学
会
員

　
教
授

行
田
　
智
子

日
本
看
護
研
究
学
会
評
議
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
６
年
度

－
日
本
看
護
研
究
学
会
員

　
教
授

行
田
　
智
子

日
本
看
護
研
究
学
会
50

周
年
記
念
行
事
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
６
年
度

－
日
本
看
護
研
究
学
会
員

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

東
京

学
会
員

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

東
京

学
会
員

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
看
護
科
学
学
会
　
和
文
誌
専
任
査
読
委
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

東
京

学
会
員

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

日
本
看
護
研
究
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
研
究
学
会

令
和
６
年
度

東
京

学
会
員

　
准
教
授

金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
理
事

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
学
教
育
学
会
専
任
査
読
者

日
本
看
護
学
教
育
学
会

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
　

　
　

准
教
授

金
谷
　
悦
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
34

回
学
術
集
会
会
長

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令和
６年

10
月～

令和
７年

３月
　

　
　

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

編
集
委
員
会
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

令
和
６
年
度

Zo
om

、
メ
ー
ル
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会
　
評
議
員

日
本
老
年
泌
尿
器
科
学
会

令
和
６
年
度

和
歌
山

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
査
読
委
員

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

令
和
６
年
度

メ
ー
ル
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
創
傷
・
オ
ス
ト
ミ
ー
・
失
禁
管
理
学
会
査
読
委
員

日
本
創
傷
・
オ
ス
ト
ミ
ー
・
失
禁
管
理
学
会

令
和
６
年
度

メ
ー
ル
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

高
齢
者
排
尿
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

Zo
om

、
メ
ー
ル
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

対
面
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

看
護
師
部
会
　
看
護
学
生
・
看
護
師
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
門
委
員

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会

令
和
６
年
度

Zo
om

、
メ
ー
ル
等

―
―

准
教
授

上
山
　
真
美

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

第
36

回
学
術
大
会
座
長

日
本
看
護
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会

令
和
６
年
11

月
３
日

W
eb

（
ラ
イ
ブ
配
信
・

オ
ン
デ
マ
ン
ド
）

学
会
参
加
者

―
准
教
授

橋
本
　
晴
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
代
議
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

准
教
授

橋
本
　
晴
美

日
本
が
ん
看
護
学
会
　
査
読
委
員

日
本
が
ん
看
護
学
会

令
和
６
年
度

准
教
授

橋
本
　
晴
美

日
本
看
護
科
学
学
会
　
代
議
員

日
本
看
護
科
学
学
会

令
和
６
年
度

准
教
授

服
部
　
美
香

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
理
事

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

服
部
　
美
香

日
本
看
護
教
育
学
学
会
30

周
年
記
念
誌

編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

服
部
　
美
香

日
本
看
護
学
教
育
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

服
部
　
美
香

日
本
看
護
学
教
育
学
会
　
編
集
委
員

日
本
看
護
学
教
育
学
会

令
和
６
年
度
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Ⅱ-１. 学会活動
職

位
氏

　
名

活
動

・
テ

ー
マ

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
准
教
授

服
部
　
美
香

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
33

回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令和
６年

１月
～令

和６
年1

0月
群
馬

看
護
職
者

約
30

0名

講
師

垣
上
　
正
裕

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
33

回
学
術
集
会

企
画
委
員
（
会
場
係
）

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
８
月
24

日
前
橋

看
護
職
者

　
講
師

久
保
　
仁
美

投
稿
論
文
査
読

日
本
小
児
看
護
学
会
誌

令
和
６
年
度

　
　

　
講
師

高
橋
　
裕
子

編
集
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

－
－

－
講
師

高
橋
　
裕
子

評
議
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

－
－

－
講
師

高
橋
　
裕
子

理
事

ぐ
ん
ま
思
春
期
研
究
会

令
和
６
年
度

－
－

－
講
師

高
橋
　
裕
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
第
33

回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
８
月
24

日
前
橋

看
護
職
者

約
30

0名

講
師

高
橋
　
裕
子

ぐ
ん
ま
思
春
期
研
究
会
特
別
講
演
会

『
な
ぜ
自
分
を
傷
つ
け
る
の
～
自
傷
行
為
か
ら
見
え
る
子

ど
も
達
の
「
今
」そ

し
て
「
今
」私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
』
ぐ
ん
ま
思
春
期
研
究
会

令
和
６
年
11

月
17

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
看
護
職
者
・
医
師

養
護
教
諭
等

約
10

0名

講
師

富
永
　
明
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
評
議
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
講
師

富
永
　
明
子

日
本
看
護
教
育
学
学
会
　
第
33

回
学
術
集
会

企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令
和
６
年
８
月
24

日
群
馬
県
前
橋
市

医
療
職
者

36
0名

助
教

塩
澤
　
麻
子

高
橋
　
裕
子

（
学
）新

井
さ
く
ら

群
馬
県
の
医
療
系
大
学
生
に
よ
る
思
春
期
ピ
ア
・

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て

群
馬
県
母
性
衛
生
学
会

令
和
６
年
度

群
馬

医
師
、助

産
師
、看

護
師
、

養
護
教
員
な
ど

約
10

0名

助
教

和
田
　
卓
磨

令
和
６
年
度
定
例
会
　
機
器
設
置
調
整
担
当

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令和
６年

４月
〜令

和７
年３

月
（年

間８
回開

催）
群
馬
・
千
葉
・
東
京

看
護
職
者

約
30

名

助
教

和
田
　
卓
磨

第
33

回
学
術
集
会
企
画
委
員
・
実
行
委
員

日
本
看
護
教
育
学
学
会

令和
６年

８月
24

日～
９月

11
日

（オ
ンデ

マン
ド配

信期
間含

む）
群
馬
・
オ
ン
ラ
イ
ン

看
護
職
者
・
看
護
学
生

約
30

0名

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

佐
々
木
浩
二

群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
放
射
線
腫
瘍
研
究
会

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

日
本
医
学
物
理
学
会
　
代
議
員

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

Jo
ur
na

l o
f R

ad
ia
tio

n 
Re

se
ar
ch

As
so

ci
at
e　

Ed
ito

r
The

 Ja
pan

 Ra
dia

tio
n R

ese
arc

h S
oci

ety
 an

d J
apa

nes
e 

Soc
iety

 fo
r R

adi
atio

n O
nco

log
y

令
和
６
年
度

ー
ー

ー

教
授

佐
々
木
浩
二

Jo
ur
na

l o
f R

ad
ia
tio

n 
Re

se
ar
ch

査
読
者

Th
e J

ap
an

 Ra
dia

tio
n R

es
ea

rch
 So

cie
ty 

an
d 

Jap
an

es
e S

oc
iet

y f
or 

Ra
dia

tio
n O

nc
olo

gy
令
和
６
年
度

ー
ー

ー

教
授

佐
々
木
浩
二

Ra
di
ol
og

ic
al
 P
hy

sic
s 
an

d 
Te

ch
no

lo
gy

査
読
者

Jap
an

es
e S

oc
iet

y o
f R

ad
iol

og
ica

l T
ec

hn
olo

gy
 

an
d J

ap
an

 So
cie

ty 
of 

Me
dic

al 
Ph

ysi
cs

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

群
馬
県
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会
　
顧
問

群
馬
県
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
藤
　
哲
大

電
子
情
報
通
信
学
会
和
文
論
文
誌

D
査
読
委
員

電
子
情
報
通
信
学
会

令
和
６
年
度

本
学

投
稿
論
文

　
教
授

瀬
川
　
篤
記

学
会
幹
事

群
馬
臨
床
細
胞
学
会

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
群馬

県生
涯学

習セ
ンタ

ーほ
か

学
会
員

のべ
約3

00
名

教
授

林
　
　
則
夫

第
１
回
日
本
放
射
線
医
療
技
術
学
術
大
会
　
座
長

日本
放射

線技
術学

会、
日本

診療
放射

線技
師会

令和
６年

10
月3

1日
～1

1月
３日

沖
縄

医
療
従
事
者

26
00

名
教
授

林
　
　
則
夫

第
71

回
関
東
支
部
研
究
発
表
大
会
　
座
長

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
12

月
７
日
～
８
日

群
馬

医
療
従
事
者

68
4名

教
授

林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
編
集
委
員
会
　
副
編
集
委
員
長

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
RP

T編
集
委
員
会
　
編
集
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
代
議
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
学
術
推
進
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

医
用
画
像
情
報
学
会
　
常
務
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

The
 In

ter
nat

ion
al 

Soc
iety

 fo
r M

R R
adi

ogr
aph

ers
 & 

Tec
hno

log
ists

 
（IS

MR
T） 

An
nua

l M
eet

ing
 Pr

ogr
am

 Co
mm

itte
e （

AM
PC

）委
員

Th
e 

In
te

rn
at

io
na

l S
oc

ie
ty

 fo
r 
M
R 

Ra
dio

gra
ph

er
s &

 Te
ch

no
log

ist
s （

ISM
RT

）
令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬

M
R研

究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

研
究
会
　
顧
問

群
馬

G
yr
o　

U
se

rs
　
M
ee

tin
g

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬

CT
M
RI
研
究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

研
究
会
　
幹
事

群
馬

M
R医

学
研
究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

Ma
gn

eti
c R

es
on

an
ce

 in
 M

ed
ica

l S
cie

nc
es

誌　
査読

者
日
本
磁
気
共
鳴
医
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

Ra
di
ol
og

ica
l P

hy
sic

s a
nd

 T
ec

hn
ol
og

y　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会
、
日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

医
用
画
像
情
報
学
会
雑
誌
　
副
編
集
委
員
長

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

林
　
　
則
夫

医
用
画
像
情
報
学
会
雑
誌
　
査
読
者

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

原
　
　
孝
光

世
話
人

福
島
県
核
医
学
研
究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

五
十
嵐
　
博

令
和
６
年
度
　
群
馬
県
が
ん
検
診
エ
ッ
ク
ス
線
線

撮
影
従
事
者
講
習
会
の
運
営

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
10

月
18

日
、

11
月
12

日
、
12

月
10

日
本
学

公益
財団

法人
群馬

県健
康づ

くり
財団

診
療
放
射
線
技
師

延
73

名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会
　
副
会
長
・
理
事
・
倫
理

委
員
長
・
RC

委
員
長
・
副
編
集
委
員
長
・
査
読
委
員
・
相
談
員

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

令
和
６
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―
准
教
授

五
十
嵐
　
博

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
会
長

一
般
社
団
法
人
群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―

准
教
授

五
十
嵐
　
博

日本
診療

放射
線技

師会
　代

議員
・医

療被
ばく

安全
管理

委員
・放

射線
被ば

く相
談員

分科
会長

・会
誌査

読委
員・

認定
資格

委員
・地

域委
員会

（全
国地

域連
絡協

議会
／地

域理
事会

議）
委員

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

―
診
療
放
射
線
技
師

―

准
教
授

五
十
嵐
　
博

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
　
群
馬
県
支
部
幹
事

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
群
馬
県
支
部

令
和
６
年
度

―
県
内
医
療
従
事
者

―
准
教
授

五
十
嵐
　
博

大
山
人
間
科
学
研
究
会
　
理
事
長

大
山
人
間
科
学
研
究
会

令
和
６
年
度

―
心
理
学
研
究
者
等

―
准
教
授

五
十
嵐
　
博

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団
　
評
議
員

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

令
和
６
年
度

―
―

―
准
教
授

五
十
嵐
　
博

群
馬
県

CT
・
M
RI
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
県

CT
・
M
RI
研
究
会

令
和
６
年
度

―
医
師
・
診
療
放
射

線
技
師

―
准
教
授

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
査
読
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

－
－

－
准
教
授

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
臨
床
実
習
指
導
教
育
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

W
eb

－
８
名

准
教
授

川
村
　
　
拓

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
臨
床
実
習
施
設
分
科
会
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

W
eb

－
６
名

准
教
授

川
村
　
　
拓

Ra
dio

log
ica

l P
hy

sic
s a

nd
 T
ec

hn
olo

gy
誌
　
査
読
者

日
本
医
学
物
理
学
会
・
日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

－
－

－
准
教
授

川
村
　
　
拓

Ja
pa

ne
as
e 
Jo

ur
na

l o
f R

ad
io
lo
gy

誌
　
査
読
者

日
本
医
学
放
射
線
学
会

令
和
６
年
度

－
－

－
准
教
授

川
村
　
　
拓

研
究
会
　
幹
事

群
馬

M
R研

究
会

令
和
６
年
度

－
－

－
准
教
授

川
村
　
　
拓

研
究
会
　
世
話
人

群
馬

G
yr
o 
U
se

rs
 M

ee
tin

g
令
和
６
年
度

－
－

－
准
教
授

杉
野
　
雅
人

日
本
保
健
物
理
学
会
教
員
等
協
議
会
委
員

日
本
保
健
物
理
学
会

令
和
元
年
８
月
22

日
～

－
大
学
教
員
等

24
名

准
教
授

渡
部
　
晴
之

医
用
画
像
情
報
学
会
　
理
事

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

渡
部
　
晴
之

第
11

回
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
科
学
技
術
振
興
財
団
助

成
事
業
深
層
学
習
実
践
セ
ミ
ナ
ー
　
運
営
・
講
師

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

前
橋

オ
ン
ラ
イ
ン

大
学
教
員
、
放
射

線
技
師
、
学
生

35
名
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Ⅱ-１. 学会活動
職

位
氏

　
名

活
動

・
テ

ー
マ

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
講
師

丸
山
　
　
星

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
理
事

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

－
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

日
本
放
射
線
技
術
学
会

標
準
・
規
格
委
員
会
　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

－
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

日本
放射

線技
術学

会　
計測

部会
委員

会　
診断

領域
線量

計標
準セ

ンタ
ー班

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

－
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

日
本
放
射
線
技
術
学
会
　
学
術
委
員
会

若
手
に
よ
る
若
手
の
研
究
参
画
促
進
に
関
す
る
検
討
班
　

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

－
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

群
馬

CT
研
究
会
　
世
話
人

群
馬

CT
研
究
会

令
和
６
年
度

－
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

第
80

回
日
本
放
射
線
技
術
学
会
総
会
学
術
大
会

座
長
（
画
像
工
学
（
画
質
評
価
：
CT

））
日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
４
月
14

日
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

大
学
教
員
、
診
療
放

射
線
技
師
、
学
生

約
10

0名

講
師

丸
山
　
　
星

第
71

回
関
東
支
部
研
究
発
表
大
会

当
日
実
行
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
12

月
７
日
～
８
日

G
メ
ッ
セ
群
馬

大
学
教
員
、
診
療
放

射
線
技
師
、
学
生

約
50

0名

講
師

丸
山
　
　
星

日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌

論
文
特
集
号
「
腹
部
領
域
」　

エ
デ
ィ
タ

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
講
師

丸
山
　
　
星

Ra
dio

log
ica

l P
hy

sic
s a

nd
 T
ec

hn
olo

gy
誌
　
査
読
者

日
本
医
学
物
理
学
会
・
日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

－
２
編

　
講
師

丸
山
　
　
星

Bio
me

dic
al 

Ph
ys
ics

 &
 En

gin
ee

rin
g E

xp
res

s誌
　査

読者
IO

P 
Sc

ie
nc

e
令
和
６
年
度

－
１
編

　
講
師

丸
山
　
　
星

Qu
an

tita
tiv

e I
ma

gin
g i

n M
ed

icin
e a

nd
 Su

rge
ry誌

　査
読者

AM
E 
Pu

bl
ish

in
g 
Co

m
pa

ny
令
和
６
年
度

－
１
編

　
講
師

丸
山
　
　
星

El
ec

tro
ni
cs

誌
　
査
読
者

M
D
PI

令
和
６
年
度

－
１
編

　
講
師

丸
山
　
　
星

診
療
放
射
線
学
教
育
誌
　
査
読
者

日
本
診
療
放
射
線
学
教
育
学
会

令
和
６
年
度

－
２
編

　
講
師

米
持
　
圭
太

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
教
育
委
員

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
　
常
務
理
事
・
教
育
部
長

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会
　
地
区
幹
事
・
学
術
部
員

群
馬
県
庁
放
射
線
技
師
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
核
医
学
研
究
会
　
世
話
人

群
馬
核
医
学
研
究
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

臨床
画像

診断
懇話

会テ
クニ

カル
分科

会　
プロ

グラ
ム委

員（
世話

人兼
務）

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬

CT
研
究
会
　
世
話
人

群
馬

CT
研
究
会

－
－

　
　

講
師

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ

ミ
ナ
ー
（
令
和
６
年
度
）
企
画
・
運
営
・
講
師

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
４
月
21

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

14
名

講
師

米
持
　
圭
太

第
73

回
群
馬
核
医
学
研
究
会
　
企
画

群
馬
県
核
医
学
研
究
会

令
和
６
年
５
月
21

日
W

eb
医師

・診
療放

射線
技師

約
50

名
講
師

米
持
　
圭
太

第
５
回
群
馬
県
臨
床
検
査
技
師
会
群
馬
県
診
療
放

射
線
技
師
会
合
同
勉
強
会
　
運
営

群
馬
県
臨
床
検
査
技
師
会
、
群
馬
県
診

療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
６
月
６
日

群
馬

臨
床
検
査
技
師
、

診
療
放
射
線
技
師

54
名

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
超
音
波
講
習
会
　
運
営

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
４
日

群
馬

診
療
放
射
線
技
師

24
名

講
師

米
持
　
圭
太

第
38

回
臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会
　
企
画

臨
床
画
像
診
断
懇
話
会
テ
ク
ニ
カ
ル
分
科
会

令
和
６
年
７
月
11

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

約
30

名
講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
１
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
27

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
28

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
超
音
波
講
習
会
　
運
営

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
10

月
17

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

19
名

講
師

米
持
　
圭
太

第
６
回
群
馬
県
臨
床
検
査
技
師
会
群
馬
県
診
療
放

射
線
技
師
会
合
同
勉
強
会
　
運
営

群
馬
県
臨
床
検
査
技
師
会
、
群
馬
県
診

療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
７
日

群
馬

臨
床
検
査
技
師
、

診
療
放
射
線
技
師

60
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
３
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
16

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
４
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
17

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

46
名
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
５
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
１
月
25

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
６
回
群
馬
県
開
催
）
開
催
担
当
者

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
１
月
26

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

45
名

講
師

米
持
　
圭
太

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会
超
音
波
講
習
会
　
運
営

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
２
月
20

日
群
馬

診
療
放
射
線
技
師

19
名

助
教

津
野
　
隼
人

日
本
放
射
線
技
術
学
会
雑
誌
　
査
読
者

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

Ra
di
ol
og

ica
l P

hy
sic

s a
nd

 T
ec

hn
ol
og

y　
査
読
者

Jap
an

es
e S

oc
iet

y o
f R

ad
iol

og
ica

l T
ec

hn
olo

gy
 

an
d J

ap
an

 So
cie

ty 
of 

Me
dic

al 
Ph

ysi
cs

令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

Jo
urn

al 
of 

Ap
pli

ed
 C
lin

ica
l M

ed
ica

l P
hy

sic
s　

査読
者

Jo
urn

al 
of 

Ap
pli

ed
 Cl

ini
ca

l M
ed

ica
l P

hy
sic

s
令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

Ra
di
at
io
n 
Pr
ot
ec

tio
n 
D
os

im
et
ry
　
査
読
者

Ra
di
at
io
n 
Pr
ot
ec

tio
n 
D
os

im
et
ry

令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

北
海
道
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会
開
催
担
当

北
海
道
放
射
線
治
療
研
究
会

令
和
６
年
度

札
幌

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
80

名
助
教

津
野
　
隼
人

世
話
人

北
海
道
放
射
線
治
療
研
究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会
、
７
月
開
催
担
当

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会

令
和
６
年
度

東
京

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
40

名
助
教

津
野
　
隼
人

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会
、
10

月
開
催
担
当

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会

令
和
６
年
度

東
京

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
40

名
助
教

津
野
　
隼
人

世
話
人

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会

令
和
６
年
度

東
京

　
　

助
教

津
野
　
隼
人

広
報
委
員

放
射
線
治
療
品
質
管
理
士
認
定
機
構

令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員

北海
道放

射線
治療

ひよ
こ会

（後
援：

函館
放射

線技
師会

）
令
和
６
年
度

　
　

　
助
教

津
野
　
隼
人

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会
、
９
月
座
長

東
京
放
射
線
治
療
技
術
研
究
会

令
和
６
年
度

東
京

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
30

名
助
教

津
野
　
隼
人

第
14

回
　
北
海
道
放
射
線
治
療
ひ
よ
こ
会
　
開
催
担
当

北海
道放

射線
治療

ひよ
こ会

（後
援：

函館
放射

線技
師会

）
令
和
６
年
度

W
eb

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
30

名
助
教

津
野
　
隼
人

第
15

回
　
北
海
道
放
射
線
治
療
ひ
よ
こ
会
　
開
催
担
当

北海
道放

射線
治療

ひよ
こ会

（後
援：

函館
放射

線技
師会

）
令
和
６
年
度

W
eb

診療
放射

線技
師、

医学
物理

士
約
30

名

一
般
住
民
・
団
体
対
象
の
講
演
等

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

狩
野
　
太
郎

め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
前
橋
　
公
開
講
座

「
認
知
症
を
知
っ
て
接
し
方
を
学
ぼ
う
」

め
ぶ
く
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
前
橋

令和
６年

３月
～令

和７
年３

月
W

eb
配
信

中
高
生
、
住
民

視
聴
16

7回
教
授

狩
野
　
太
郎

渋
川
市
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
講
師

渋
川
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
10

月
２
日
、
29

日
渋川

市子
持社

会体
育館

　会
議室

住
民

約
20

名
准
教
授

櫻
井
　
美
和

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業

「
交
流
会
」

前
橋
市
保
健
所
保
健
予
防
課

令
和
７
年
３
月
９
日

前
橋
市
第
二
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

小
児
慢
性
特
定
疾
病

児
童
等
及
び
保
護
者

10
名

講
師

垣
上
　
正
裕

は
た
ら
く
人
の
ス
ト
レ
ス

藤
岡
労
働
基
準
監
督
署

令
和
６
年
10

月
４
日

み
か
ぼ
み
ら
い
館

建
設
会
社
社
員

13
0名

講
師

高
橋
　
裕
子

思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー（

前
期
コ
ー
ス
）
群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

令和
６年

６月
29日

、30
日、

７月
６日

、７
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学

大
学
生

約
40

名
講
師

高
橋
　
裕
子

思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー（

後
期
コ
ー
ス
）
群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

令
和
７
年
２
月
８
日
、
９
日

高
崎
健
康
福
祉
大
学

大
学
生

約
40

名
助
教

山
岸
　
昌
平

上
田
市
職
員
向
け
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研
修
会

上
田
市
役
所
健
康
推
進
課

令
和
６
年
10

月
29

日
上
田
市
役
所

行
政
職
員

約
60

名
助
教

山
岸
　
昌
平

親
子
支
援
講
座

上
田
市
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
３
月
27

日
上田

市発
達相

談セ
ンタ

ー
上
田
市
民

約
25

名

Ⅱ-2. 一般住民・団体対象の講演等
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

佐
藤
　
哲
大

M
RI
に
よ
る
記
憶
機
能
検
査
の
点
数
予
測

沼
田
高
校

令
和
６
年
12

月
３
日

沼
田
高
校

２
年
生

80
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

明
和
県
央
高
校

令
和
６
年
４
月
26

日
明
和
県
央
高
校

高
校
２
、
３
年
生

20
名

教
授

原
　
　
孝
光

身
近
な
放
射
線

樹
徳
高
校

令
和
６
年
５
月
１
日

樹
徳
高
校

高
校
２
、
３
年
生

30
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

群
馬
県
内
高
校
生

令
和
６
年
５
月
26

日
ビ
エ
ン
ト
高
崎

高
校
生

　
教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

茨
城
県
立
境
高
校

令
和
６
年
５
月
29

日
オ
ン
ラ
イ
ン

高
校
２
年
生

30
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

栃
木
県
立
足
利
高
校

令
和
６
年
６
月
11

日
栃
木
県
立
足
利
高
校

高
校
１
、
２
年
生

20
名

教
授

原
　
　
孝
光

診
療
放
射
線
技
師
に
つ
い
て

東
京
農
業
大
学
付
属
第
二
高
校

令
和
６
年
７
月
２
日

東京
農業

大学
付属

第二
高校

高
校
２
年
生

10
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

栃
木
県
立
足
利
高
校

令
和
６
年
７
月
24

日
栃
木
県
立
足
利
高
校

高
校
１
、
２
年
生

４
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

群
馬
県
内
高
校
生

令
和
６
年
12

月
16

日
高
崎
商
工
会
議
所

高
校
生

　
教
授

原
　
　
孝
光

進
路
説
明

群
馬
県
内
高
校
生

令
和
７
年
３
月
13

日
前
橋
元
気
プ
ラ
ザ
21

高
校
２
年
生

２
名

教
授

原
　
　
孝
光

進
路
相
談

埼
玉
県
立
本
庄
高
校

令
和
７
年
３
月
17

日
埼
玉
県
立
本
庄
高
校

高
校
生

20
名

助
教

佐
藤
　
　
充

これ
から

始め
る生

成
AI　

〜上
手な

生成
AI

との
付き

合い
方〜

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
　
第
一
回
公
開
講
座

令
和
６
年
８
月
24

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
一
般
住
民

約
80

名

保
健
医
療
専
門
職
対
象
の
講
演
等

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

飯
田
　
苗
恵

20
24

年
度
認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程

セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル
　
講
師

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅱ
」

「
統
合
演
習
Ⅱ
」

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
６
月
21

日
、

９
月
20

日
群馬

県看
護教

育セ
ンタ

ー
看
護
管
理
者

25
名

教
授

飯
田
　
苗
恵

令
和
６
年
度
難
病
療
養
支
援
従
事
者
研
修
会
　
講
師

「
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
（
AL

S）
療
養
者
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
」「

事
例
検
討
」

群
馬
県
健
康
福
祉
部

令
和
６
年
８
月
26

日
本
学
第
22

講
義
室

保
健
所

保
健
師
等

約
15

名

教
授

飯
田
　
苗
恵

令
和
６
度
訪
問
看
護
研
修
〔
指
導
者
編
〕

「
指
導
方
法
と
評
価
」　

講
師

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
12

月
３
日
、

令
和
７
年
３
月
11

日
群馬

県看
護教

育セ
ンタ

ー
訪
問
看
護
師

９
名

教
授

講
師

講
師

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
馨
子

令
和
６
年
度
　
難
病
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
療
養
者
の
支

援
関
係
者
に
よ
る
情
報
交
換
会
「
災
害
に
お
け
る
事
業
所

同
志
の
連
携
を
中
心
と
し
た
情
報
交
換
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

前
橋
市
保
健
所
保
健
予
防
課
難
病
支
援
係

令
和
７
年
２
月
18

日
前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
師
、介

護
支
援
専
門
員
等

約
20

名

教
授

講
師

講
師

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
馨
子

令
和
６
年
度
難
病
療
養
支
援
者
連
絡
会

「
災
害
時
個
別
プ
ラ
ン
と
在
宅
人
工
呼
吸
療
法
の
療

養
者
へ
の
災
害
対
策
ー
停
電
対
策
に
つ
い
て
ー
」

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

高
崎
市
保
健
所

令
和
７
年
３
月
10

日
高崎

市総
合保

健セ
ンタ

ー
市
内
関
連
機
関
の
保

健・
医
療・

福
祉
職

約
20

名

教
授

大
澤
真
奈
美

新
任
保
健
師
研
修
会
　「

地
域
診
断
の
実
際
」（

前
期
））（

後
期
）
講
師

群
馬
県
医
務
課
看
護
係

令
和
６
年
８
月
26

日
、

令
和
７
年
３
月
13

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
県
内
新
任
保
健
師

26
名

教
授

大
澤
真
奈
美

認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ
」
講
師

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
９
月
５
日

群馬
県看

護教
育セ

ンタ
ー

看
護
職
者

69
名

Ⅱ-３. 保健医療専門職対象の講演等
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

狩
野
　
太
郎

令
和
６
年
ぐ
ん
ま
認
定
介
護
福
祉
士
養
成
研
修
　

講
師
「
研
究
方
法
」「

研
究
活
動
に
つ
い
て
」

群
馬
県
保
健
福
祉
部
介
護
高
齢
課

令
和
６
年
６
月
20

日
、

９
月
25

日
群馬

県社
会福

祉事
業団

特別
養

護老
人ホ

ーム
明風

園　
研修

室
介
護
福
祉
士

約
25

名

教
授

狩
野
　
太
郎

令
和
６
年
度
認
定
看
護
管
理
者
制
度
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
ベ
ル
教
育
課
程
（
看
護
情
報
論
）

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
10

月
24

日
、
31

日
群
馬
県
看
護
教
育
セ
ン

タ
ー
お
よ
び

W
eb

配
信

看
護
師

69
名

教
授

狩
野
　
太
郎

実
践
現
場
に
お
け
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
活
用
の
成
果
と
課
題

第
39

回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会

令
和
７
年
２
月
22

日
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

看
護
師

約
20

0名
教
授

狩
野
　
太
郎

化
学
療
法
に
よ
る
味
覚
変
化
に
つ
い
て
考
え
よ
う

!味
覚

変
化
の
支
援
や
多
職
種
連
携
を
ど
う
し
て
い
ま
す
か

?
第
39

回
日
本
が
ん
看
護
学
会
学
術
集
会

令
和
７
年
２
月
22

日
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

看
護
師

約
60

名

教
授

清
水
　
裕
子

認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程
セ
カ
ン
ド
レ
ベ
ル

「
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
際
」

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
７
月
８
日
、

12
日
、
13

日
群馬

県看
護教

育セ
ンタ

ー
県
内
看
護
職
者

25
名

教
授

清
水
　
裕
子

教
育
担
当
者
研
修
「
教
育
に
関
す
る
基
礎
知
識
」

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
11

月
12

日
群馬

県看
護教

育セ
ンタ

ー
県
内
看
護
職
者

20
名

教
授

清
水
　
裕
子

サ
ン
ピ
エ
ー
ル
病
院
「
中
間
管
理
職
の
役
割
」

サ
ン
ピ
エ
ー
ル
病
院

令
和
６
年
11

月
16

日
サ
ン
ピ
エ
ー
ル
病
院

院
内
職
員

35
名

教
授

清
水
　
裕
子

「
文
献
の
読
み
方
～
研
究
成
果
の
活
用
の
視
点
か
ら

文
献
を
読
ん
で
み
よ
う
～
」

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
７
年
１
月
25

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
県
内
看
護
職
者

８
名

教
授

行
田
　
智
子

養
育
支
援
訪
問
員
の
養
成
講
座

家
族
の
強
み
と
課
題
の
評
価
～
支
援
計
画
の
立
て
方
～

HE
AL

TH
Y 
FA

M
ILY

 は
ま
ま
つ

令
和
６
年
９
月
21

日
静
岡
県
浜
松
市
ヘ
ル

シ
ー
は
ま
ま
つ
事
務
局

看
護
職
、保

育
士
等

４
名

教
授

行
田
　
智
子

産
後
ケ
ア
事
業
実
施
に
お
け
る
技
術
習
得
の
た
め
の
研
修

「
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
な
い
支
援
に
向
け
た
関
わ
り
と
役
割
」

高
崎
市
保
健
所
健
康
課
母
子
保
健
担
当

令
和
７
年
１
月
29

日
高崎

市総
合保

健セ
ンタ

ー
看
護
職
、産

後
ケ
ア

に
関
わ
る
職
員

30
名

教
授

行
田
　
智
子

宮
崎
有
紀
子

看
護
研
究
デ
ー
タ
の
分
析
～
デ
ー
タ
分
析
を
し
て

み
よ
う
～

公
益
社
団
法
人
群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
９
月
２
日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

50
名

教
授

准
教
授

講
師

廣
瀬
規
代
美

清
水
　
裕
子

浅
見
　
優
子

文
献
の
読
み
方
－
研
究
成
果
の
活
用
か
ら
文
献
を

読
ん
で
み
よ
う
－

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
教
育
委
員
会

令
和
７
年
１
月
25

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
県
内
看
護
師

15
名

准
教
授

金
谷
　
悦
子

看
護
研
究
個
別
支
援

群馬
県立

県民
健康

科学
大学

　地
域連

携セ
ンタ

ー
令和

６年
６月

～令
和７

年３
月

群馬
県立

県民
健康

科学
大学

看
護
師

４
名

准
教
授

上
山
　
真
美

看
護
研
究
に
関
す
る
研
修
及
び
研
究
発
表
会

公
立
館
林
厚
生
病
院

令和
６年

５月
～令

和７
年３

月
公
立
館
林
厚
生
病
院

看
護
師

15
～
20

名

准
教
授

服
部
　
美
香

総
会
講
演
：

病
院
に
就
業
す
る
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
の
学

習
ニ
ー
ド
と
研
修
へ
の
動
機
づ
け

宮
城
県
看
護
協
会

令
和
６
年
５
月
11

日
宮
城
県
看
護
協
会

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

宮
城
県
看
護
協
会
員

約
10

0名

准
教
授

服
部
　
美
香

看
護
学
実
習
指
導
者
養
成
講
習
会
講
師
：

実
習
評
価

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

令
和
６
年
８
月
８
日

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学

大
学
・
多
目
的
ホ
ー
ル

看
護
職
者

約
50

名

准
教
授

服
部
　
美
香

院
内
教
育
担
当
者
研
修
講
師
：

院
内
研
修
の
評
価
－
効
果
的
な
研
修
の
実
現
に
向
け
て
－

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
北
海
道

東
北
グ
ル
ー
プ

令
和
６
年
９
月
25

日
W

eb
院
内
教
育
担
当
者

約
30

名

准
教
授

服
部
　
美
香

研
修
講
師
：

初
め
て
の
看
護
研
究

新
潟
県
看
護
協
会

令
和
６
年
10

月
30

日
新
潟
県
看
護
協
会

看
護
職
者

約
30

名

准
教
授

服
部
　
美
香

認
定
看
護
管
理
者
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル
講
師
：

統
合
演
習
Ⅰ

群
馬
県
看
護
協
会

令和
６年

11
月６

日～
11

月2
7日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職
者

約
60

名

准
教
授

服
部
　
美
香

看
護
管
理
者
研
修
会
講
師
：

主
体
的
に
学
ぶ
中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
看
護
師
の
育
成
を
目
指
し
て

赤
十
字
医
療
施
設
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

令
和
６
年
12

月
21

日
W

eb
看
護
職
者

約
18

0名

講
師

久
保
　
仁
美

令
和
６
年
度
医
療
的
ケ
ア
児
等
支
援
に
関
わ
る
看

護
師
研
修

群馬
県児

童福
祉課

群馬
大学

医学
部附

属病
院地

域医
療研

究・
教育

セン
ター

群馬
大学

大学
院保

健学
研究

科小
児看

護学
研究

室
令
和
６
年
８
月
26

日
、
28

日
群馬

大学
医学

部附
属病

院　
第１

スキ
ルラ

ボセ
ンタ

ー
訪
問
看
護
師

障
害
児
通
所
支
援

事
業
所
看
護
師

計
40

名
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

講
師

佐
々
木
馨
子

訪
問
看
護
師
養
成
研
修
〔
ス
テ
ッ
プ
１
〕
訪
問
看
護
過
程

群
馬
県
看
護
協
会

令和
６年

８月
７日

、2
8日

群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職

16
名

講
師

佐
藤
　
正
樹

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
　
令
和
３
年
厚
生
労
働
省

告
示
第
27

3号
研
修
（
静
脈
路
確
保
行
為
の
実
技
）

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
16

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

約
60

名

講
師

塩
ノ
谷
朱
美

令
和
６
年
度
渋
川
管
内
地
域
保
健
関
係
職
員
研
修
会

テ
ー
マ
「
保
健
師
記
録
の
書
き
方
」

渋
川
保
健
福
祉
事
務
所

令
和
７
年
１
月
７
日

渋
川
市
保
健
セ
ン
タ
ー

渋
川
保
健
福
祉
事
務

所
管
内
の
保
健
師

37
名

講
師

鈴
木
　
美
雪

令
和
６
年
度
難
病
対
策
担
当
者
研
修
会

難
病
療
養
者
支
援
に
お
け
る
保
健
所
保
健
師
の
役
割

群
馬
県
健
康
福
祉
部
　
感
染
症
・
疾
病

対
策
課
　
難
病
対
策
係

令
和
６
年
８
月
26

日
本
学
　
第
22

講
義
室

保
健
師

約
15

名
講
師

鈴
木
　
美
雪

令和
６年

度地
域保

健関
係職

員研
修（

実践
力ア

ップ
事例

検討
会）

群
馬
県
桐
生
保
健
福
祉
事
務
所

令
和
６
年
11

月
19

日
桐
生
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
師

約
30

名

講
師

鈴
木
　
美
雪

令
和
６
年
度
難
病
対
策
担
当
者
研
修
会

難
病
療
養
支
援
に
お
け
る
地
区
把
握
に
基
づ
い
た

事
業
展
開
と
事
業
評
価
に
つ
い
て

群
馬
県
健
康
福
祉
部
　
感
染
症
・
疾
病

対
策
課
　
難
病
対
策
係

令
和
６
年
11

月
20

日
群
馬
県
庁

保
健
師

約
15

名

講
師

講
師

教
授

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
響
子

飯
田
　
苗
恵

令和
６年

度東
毛ブ

ロッ
ク難

病患
者療

養支
援実

務者
研修

会
在宅

人工
呼吸

療法
の療

養者
への

災害
対策

－停
電対

策に
つい

て
群
馬
県
伊
勢
崎
保
健
福
祉
事
務
所

令
和
６
年
11

月
８
日

東
毛
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

訪
問
看
護
師
、介

護
支
援
専
門
員
等

約
10

0名

講
師

講
師

鈴
木
　
美
雪

塩
ノ
谷
朱
美

令
和
６
年
度
地
域
保
健
関
係
職
員
研
修
（
実
践
力

ア
ッ
プ
事
例
検
討
会
）

群
馬
県
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

令
和
７
年
１
月
24

日
館
林
保
健
福
祉
事
務
所

保
健
師

約
20

名
講
師

教
授

鈴
木
　
美
雪

飯
田
　
苗
恵

令
和
６
年
度
難
病
対
策
担
当
者
研
修
会

事
例
検
討
会

群
馬
県
健
康
福
祉
部
　
感
染
症
・
疾
病

対
策
課
　
難
病
対
策
係

令
和
７
年
３
月
10

日
群
馬
県
庁

保
健
師

約
15

名

講
師

高
橋
　
裕
子

高
校
生
が
性
に
関
し
て
悩
ん
で
い
る
こ
と
・
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
－
群
馬
県
内
の
高
校
生
の
性

意
識
・
性
に
関
す
る
悩
み
の
調
査
結
果
か
ら
－

ぐ
ん
ま
思
春
期
研
究
会

令
和
７
年
２
月
１
日

群馬
県立

県民
健康

科学
大学

養
護
教
諭

看
護
職
者

大
学
生

約
20

名

助
教

塩
澤
　
麻
子

令
和
３
年
度
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
・
第
27

4号
研
修

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

群馬
県立

県民
健康

科学
大学

臨
床
放
射
線
技
師

約
40

名
助
教

福
田
　
未
来

群
馬
県
看
護
協
会
研
修
　
看
護
職
員
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修

群
馬
県
看
護
協
会

令
和
６
年
度

群
馬

看
護
師

約
10

0名
助
教

福
田
　
未
来

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
度

群
馬

放
射
線
技
師

約
50

名
助
教

山
岸
　
昌
平

ス
ト
レ
ス
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

社
会
福
祉
法
人
　
り
ん
ど
う
の
会

令
和
７
年
２
月
７
日
、

27
日

社
会
福
祉
法
人
　
り

ん
ど
う
の
会

福
祉
施
設
所
職
員

約
60

名

助
教

和
田
　
卓
磨

認
定
看
護
管
理
者
教
育
課
程
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ベ
ル

「
統
合
演
習
」　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

群
馬
県
看
護
協
会

令和
６年

11
月６

日、
７日

、1
1日

、
20

日、
27

日
群
馬
県
看
護
協
会

看
護
職
者

約
70

名

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

准
教
授

五
十
嵐
　
博

入
会
案
内

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会
・
群
馬
県
診

療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
４
月
21

日
本
学
　
大
講
義
室

診
療
放
射
線
技
師

14
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
５
月
26

日
W

eb
開
催

診
療
放
射
線
技
師

55
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
21

日
W

eb
開
催

診
療
放
射
線
技
師

50
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

閉
会
挨
拶

群
馬

CT
・
M
RI
研
究
会

令
和
６
年
８
月
31

日
前
橋
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

医
師・

診
療
放
射
線
技
師

56
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

傾
聴
の
技
法
と
そ
の
ポ
イ
ン
ト

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

令
和
６
年
９
月
８
日

W
eb

開
催

診
療
放
射
線
技
師

18
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

放
射
線
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

令
和
６
年
９
月
８
日

W
eb

開
催

診
療
放
射
線
技
師

18
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

被
ば
く
相
談
の
現
状
と
対
応
の
ポ
イ
ン
ト

第
１
回
日
本
放
射
線
医
療
技
術
学
術
大
会

令
和
６
年
11

月
２
日

沖縄
コン

ベン
ショ

ンセ
ンタ

ー
診
療
放
射
線
技
師

10
0名

Ⅱ-３. 保健医療専門職対象の講演等
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

准
教
授

五
十
嵐
　
博

傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
12

月
１
日

W
eb

開
催

診
療
放
射
線
技
師

31
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

放
射
線
被
ば
く
相
談
の
次
世
代
へ
の
新
し
い
可
能

性
を
探
る
～
関
連
団
体
と
の
連
携
～

日
本
放
射
線
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
学
会

令
和
７
年
２
月
１
日

W
eb

開
催

診
療
放
射
線
技
師

39
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

放
射
線
被
ば
く
相
談
員
分
科
会
の
紹
介

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
２
月
16

日
W

eb
開
催

診
療
放
射
線
技
師

82
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

傾
聴
訓
練
指
導

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
２
月
18

日
W

eb
開
催

診
療
放
射
線
技
師

60
名

准
教
授

五
十
嵐
　
博

告
示
研
修
　
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

公
益
社
団
法
人
日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
27

日
、

７
月
28

日
、1

1月
16

日
、

11
月
17

日
、
令
和
７
年

１
月
25

日
、
１
月
26

日
本
学
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ
か

診
療
放
射
線
技
師

延
27

5名

准
教
授

渡
部
　
晴
之

放
射
線
に
つ
い
て

学
校
法
人
橘
心
会

幸
手
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
５
月
14

日
幸
手
看
護
専
門
学
校

学
生

36
名

講
師

丸
山
　
　
星

講
演
　「

医
療
安
全
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン

グ
の
活
用
」

館
林
地
区
診
療
放
射
線
技
師
勉
強
会

令
和
７
年
３
月
７
日

慶友
整形

外科
病院

　ホ
ール

診
療
放
射
線
技
師

約
20

名

講
師

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ

ナ
ー
（
令
和
５
年
度
）「

エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
講
座
」

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
４
月
21

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

14
名

講
師

米
持
　
圭
太

診
療
放
射
線
技
師
の
た
め
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ

ナ
ー
（
令
和
５
年
度
）「

医
療
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
４
月
21

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

14
名

講
師

米
持
　
圭
太

診療
放射

線技
師の

ため
のフ

レッ
シャ

ーズ
セミ

ナー
（令

和５
年度

）「
医療

被ば
くの

現状
とそ

の低
減に

向け
た取

り組
み」

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
４
月
21

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

14
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
１
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
27

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
２
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
７
月
28

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
３
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
16

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
４
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
６
年
11

月
17

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
５
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
１
月
25

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

46
名

講
師

米
持
　
圭
太

令
和
３
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
27

3号
研
修
に
お
け
る
実
技
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
６
回
群
馬
県
開
催
）
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

日
本
診
療
放
射
線
技
師
会

群
馬
県
診
療
放
射
線
技
師
会

令
和
７
年
１
月
26

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師

45
名

助
教

佐
藤
　
　
充

核
医
学
領
域
で
の

AI
研
究
の
ス
ス
メ

群
馬
県
核
医
学
技
術
懇
話
会

令
和
６
年
12

月
13

日
群馬

県立
県民

健康
科学

大学
診
療
放
射
線
技
師
、

教
員
、研

究
者

50
名
程
度

助
教

津
野
　
隼
人

放
射
線
治
療
に
従
事
す
る
医
師
、
診
療
放
射
線
技

師
へ
の
教
育

前
橋
赤
十
字
病
院

令
和
６
年
度

前
橋
赤
十
字
病
院

医
師
、診

療
放
射
線

技
師
、医

学
物
理
士
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行
政
組
織
で
の
活
動

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

飯
田
　
苗
恵

前
橋
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
設
置
法
人
選
定

委
員
会
　
副
委
員
長

前
橋
市

令
和
６
年
度

前
橋
市
役
所

－
－

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
開
発
審
査
会
　
委
員

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
課

令
和
６
年
度

群
馬
県
庁

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
建
築
審
査
会
　
会
長
代
理

群
馬
県
県
土
整
備
部
建
築
課

令
和
６
年
度

群
馬
県
庁

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
廃
棄
物
処
理
施
設
等
専
門
委
員
会
　
委
員

群
馬
県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
課

令
和
６
年
度

群
馬
県
庁

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
公
害
審
査
会
　
委
員

群
馬
県
環
境
森
林
部
環
境
保
全
課

令
和
６
年
度

群
馬
県
庁

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

群
馬
県
保
健
師
人
材
育
成
推
進
会
議

群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
務
課
看
護
係

令
和
６
年
度

群
馬
県
庁

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
食
育
推
進
会
議
　
会
長

前
橋
市
健
康
増
進
課

令
和
６
年
度

前
橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
介
護
保
険
認
定
審
査
会
　
委
員

前
橋
市
介
護
保
険
課

令
和
６
年
度

前
橋
市
役
所

－
　

教
授

大
澤
真
奈
美

前
橋
市
自
立
支
援
給
付
認
定
審
査
会
　
委
員

前
橋
市
障
害
福
祉
課

令
和
６
年
度

前
橋
市
保
健
所

－
　

教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
対
策
協
議
会
が
ん
対
策
推
進
計
画
検

討
部
会
　
委
員

群
馬
県
保
健
福
祉
部
感
染
症
・
が
ん
疾

病
対
策
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
群
馬
県
庁

－
－

教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
連
絡
協
議
会
市

民
講
座
企
画
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
ン
バ
ー

群
馬
県
／
群
馬
県
診
療
連
携
拠
点
病
院

連
絡
協
議
会

令
和
６
年
７
月
～
12

月
群馬

大学
医学

部附
属病

院
患
者
・
一
般
市
民

W
eb

配
信

教
授

高
井
ゆ
か
り

群
馬
県
高
齢
介
護
施
策
推
進
協
議
会
委
員

群
馬
県
高
齢
介
護
課

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

行
田
　
智
子

予
防
的
支
援
推
進
と
う
き
ょ
う
モ
デ
ル
事
業
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
委
員

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
東
京
都

看
護
職
、心

理
士
、ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等

　
教
授

宮
崎
有
紀
子

群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所
倫
理
委
員
会
　
委
員

群
馬
県
衛
生
環
境
研
究
所

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
－

－
－

教
授

宮
崎
有
紀
子

群
馬
県
健
康
福
祉
部
医
学
系
研
究
等
に
係
る
倫
理

委
員
会
　
委
員

群
馬
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉
課

令和
６年

９月
～令

和７
年３

月
－

－
－

准
教
授

上
山
　
真
美

前
橋
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

前
橋
市
長
寿
包
括
ケ
ア
課

令
和
６
年
度

前
橋
市
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
西
部
等
　
対

面
／
リ
モ
ー
ト
等

－
－

准
教
授

櫻
井
　
美
和

小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
「
交
流
会
」

前
橋
市
保
健
所
保
健
予
防
課

令
和
７
年
３
月
９
日

前橋
市第

二コ
ミュ

ニテ
ィセ

ンタ
ー

　
　

講
師

垣
上
　
正
裕

中
堅
養
護
教
諭
資
質
向
上
研
修

群
馬
県

令
和
６
年
10

月
23

日
群馬

県総
合教

育セ
ンタ

ー
養
護
教
諭

36
名

講
師

垣
上
　
正
裕

高
校
中
堅
教
諭
資
質
向
上
研
修

群
馬
県

令
和
６
年
11

月
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画

高
校
教
諭

82
名

講
師

垣
上
　
正
裕

明
和
町
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修

明
和
町

令
和
７
年
３
月
17

日
明
和
町
役
場

役
場
職
員

20
0名

講
師

塩
ノ
谷
朱
美

前
橋
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

前
橋
市
健
康
増
進
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
　

　
　

講
師

塩
ノ
谷
朱
美

前
橋
市
環
境
審
議
会

前
橋
市
環
境
政
策
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
　

　
　

講
師

塩
ノ
谷
朱
美

群
馬
県
若
い
世
代
食
育
推
進
協
議
会

群
馬
県
健
康
福
祉
部

健
康
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月

講
師

坪
井
　
り
え

榛
東
村
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
高
齢
者

福
祉
計
画
策
定
委
員

群
馬
県
榛
東
村
健
康
保
険
課

令和
６年

７月
25

日（
実習

のた
め不

参加
、後

日書
面確

認の
み）

榛
東
村
役
場

Ⅱ-4. 行政組織での活動
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
　
委
員

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
・
陽
子
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
　
委
員

静
岡
県
立
静
岡
が
ん
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

下
瀬
川
正
幸

大
学
入
試
ミ
ス
再
発
防
止
検
討
委
員
会
委
員
長

茨
城
県

令
和
６
年
６
月
～
11

月
－

－
－

教
授

瀬
川
　
篤
記

診
療
（
病
理
診
断
）
の
支
援

桐
生
厚
生
総
合
病
院

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
桐
生
厚
生
総
合
病
院

患
者
様

のべ
約3

50
例

教
授

原
　
　
孝
光

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子
ビ
ー
ム
科
学

研
究
部
門
　
高
崎
量
子
応
用
研
究
所
　
協
力
研
究
員

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構
　
量
子
ビ
ー

ム
科
学
研
究
部
門
　
高
崎
量
子
応
用
研
究
所

令
和
６
年
度

量子
科学

技術
研究

開発
機構

　
量子

ビー
ム科

学研
究部

門　
高崎

量子
応用

研究
所

　
　

准
教
授

五
十
嵐
　
博

ぐ
ん
ま
地
域
医
療
会
議
　
構
成
員

群
馬
県
医
務
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
―

―
―

准
教
授

川
村
　
　
拓

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
　
協
力
研
究
員

量
子
科
学
技
術
研
究
開
発
機
構

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

令
和
６
年
度

－
－

－

准
教
授

川
村
　
　
拓

国
立
研
究
開
発
法
人

理
化
学
研
究
所
　
客
員
研
究
員

国
立
研
究
開
発
法
人

理
化
学
研
究
所

令
和
６
年
度

－
－

－

准
教
授

杉
野
　
雅
人

前
橋
市
放
射
線
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

前
橋
市
環
境
部
環
境
森
林
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
－

－
－

准
教
授

杉
野
　
雅
人

み
ど
り
市
放
射
線
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

み
ど
り
市
市
民
部
生
活
環
境
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
－

－
－

准
教
授

杉
野
　
雅
人

川
場
村
放
射
能
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

川
場
村
役
場
む
ら
づ
く
り
振
興
課

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
－

－
－

助
教

佐
藤
　
　
充

協
力
研
究
員

国
立
研
究
開
発
法
人
量
子
科
学
技
術
研

究
開
発
機
構
　
高
崎
量
子
応
用
研
究
所

令
和
６
年
度

高
崎
量
子
応
用
研
究
所

ー
ー

任
意
団
体
で
の
活
動

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

助
教

飯
田
　
苗
恵

鈴
木
　
美
雪

佐
々
木
馨
子

鈴
木
　
恵
理

髙
橋
　
佳
織

研
修
会
の
企
画
・
運
営

「
低
侵
襲
な
新
し
い
喀
痰
吸
引
法
」

・
�カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
な
い
低
侵
襲
性
喀
痰
吸

引
法
『
バ
キ
ュ
ー
ミ
ン
グ
』
の
考
え
方
：

　
神
戸
大
学
　
未
来
医
工
学
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

　
客
員
准
教
授
　
石
北
直
之
氏

・
�低
侵
襲
な
美
級
内
吸
引
チ
ッ
プ
に
よ
る
喀
痰
吸

引
の
実
際
：
株
式
会
社
ナ
ー
ス
あ
い

　
代
表
取
締
役
　
多
田
真
寿
美
氏

群
馬
県
内
看
護
職
自
主
グ
ル
ー
プ

「
難
病
看
護
を
考
え
る
会
」

令
和
７
年
３
月
22

日
本
学
多
目
的
ホ
ー
ル

看
護
職
、

コ
メ
デ
ィ
カ
ル

約
40

名

教
授

大
澤
真
奈
美

地
域

/公
衆
衛
生
看
護
学
教
育
方
法
の
開
発

大
学
間
連
携
に
よ
る
地
域
看
護
学
教
育

FD
戦
略
会
議

令
和
６
年
度

開
催
当
番
大
学
等

大
学
教
員

（
全
国
12

大
学
）

約
20

名
教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
　
運
営
委
員

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

令
和
６
年
４
月
～
７
年
３
月

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

患
者

－
教
授

狩
野
　
太
郎

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
ま
え
ば
し
　
カ
ン
バ
ッ
ジ
製
作

ブ
ー
ス
出
展
・
本
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

ホ
リ
デ
ー
イ
ン
ま
え
ば
し
実
行
委
員
会

令
和
６
年
８
月
25

日
前
橋
敷
島
公
園

一
般
市
民

40
0名

Ⅱ-５. 任意団体での活動
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

狩
野
　
太
郎

リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
20

24
ぐ
ん
ま
副

実
行
委
員
長

日
本
対
が
ん
協
会
、
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ

イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
ぐ
ん
ま
実
行
委
員
会

令
和
６
年
10

月
12

日
～
13

日
AL

SO
Kぐ

ん
ま
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

患
者
・
一
般
市
民

ほ
か

50
00

名
教
授

狩
野
　
太
郎

群
馬
県
が
ん
患
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
20

25
企
画
・
運
営

群
馬
県
が
ん
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

令
和
７
年
２
月
１
日

本
学
大
講
義
室

患
者
・
一
般
市
民

30
名

教
授

清
水
　
裕
子

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会
　
理
事
兼
教
育
委
員

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
６
年
度

ー
－

－
教
授

清
水
　
裕
子

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ
ン
ぐ
ん
ま

実
行
委
員
会
監
事

リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
・
ジ
ャ
パ

ン
ぐ
ん
ま
実
行
委
員
会

令
和
６
年
度

ー
－

－
教
授

行
田
　
智
子

看
護
・
助
産
教
育
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

倫
理
委
員

令
和
６
年
度

ー
－

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

理
事
兼
教
育
委
員
会
委
員
長

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
６
年
度

群
馬
大
学
他

会
員
等

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
ジ
ャ
パ
ン
20

24
群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

廣
瀬
規
代
美

第
20

回
群
馬
が
ん
看
護
フ
ォ
ー
ラ
ム

群
馬
が
ん
看
護
研
究
会

令
和
６
年
６
月
29

日
群
馬
大
学
他

会
員
等

約
80

名
准
教
授

鵜
生
川
恵
美
子

中
学
生
の
学
修
支
援

N
PO

　
教
育
支
援
協
会
北
関
東

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
前
橋
　
東
公
民
館

中
学
生

約
10

名
准
教
授

上
山
　
真
美

群
馬
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

群
馬
コ
ン
チ
ネ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
幹
事

令
和
６
年
度

対
面

+リ
モ
ー
ト
開
催

医
療
関
係
者

約
40

名
講
師

垣
上
　
正
裕

全
労
働
省
組
合
関
東
地
方
協
議
会
　
ス
ト
レ
ス
対

処
法

厚
労
省

令
和
６
年
７
月
20

日
新
潟
県

厚
労
省
職
員

72
名

講
師

垣
上
　
正
裕

め
ぶ
く
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

前
橋
市
他

令
和
７
年
２
月
８
日

前
橋
工
科
大
学

企
業
経
営
者

約
30

名

講
師

小
西
　
美
里

第
28

回
北
関
東
精
神
保
健
看
護
研
究
会

語
ろ
う
！
『
～
今
、
現
場
で
で
き
る
こ
と
～
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
リ
カ
バ
リ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
を
聞
い
て
』

北
関
東
精
神
保
健
看
護
研
究
会

令
和
６
年
12

月
14

日
群
馬
大
学
　
刀
城
会
館

－
30

名

講
師

佐
藤
　
正
樹

事
務
担
当
理
事

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
看
護
学

部
同
窓
会

令
和
６
年
度

　
　

　

講
師

島
田
　
葉
子

館
林
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

館
林
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

（
日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
）

令
和
６
年
５
月
26

日
館
林
市
文
化
会
館

講
師

島
田
　
葉
子

医
師
が
行
う
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
＆
健
康
マ
ル
シ
ェ

N
PO

法
人
き
び
る
（
運
営
委
員
と
し
て

参
加
）

令
和
６
年
９
月
14

日
県
庁

－
約
20

名

講
師

島
田
　
葉
子

医
師
が
行
う
乳
が
ん
啓
蒙
活
動
　
［
知
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
～
乳
が
ん
に
つ
い
て
」

N
PO

法
人
き
び
る
（
運
営
委
員
と
し
て

参
加
）

令
和
６
年
10

月
６
日

県
庁

－
約
20

名

講
師

高
橋
　
裕
子

大
学
生
に
よ
る
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
Yo

u＆
m
e－

相
手
は
？
自
分
は
？
ど
ん
な
気
持

ち
？
－
」

群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

令
和
６
年
９
月
19

日
群
馬
県
立
聾
学
校

高
校
生

30
名

講
師

高
橋
　
裕
子

大
学
生
に
よ
る
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
自
分
ら
し
い
選
択
を
」

群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

令
和
６
年
12

月
19

日
群
馬
県
立
太
田
フ

レ
ッ
ク
ス
高
等
学
校

高
校
生

60
名

講
師

高
橋
　
裕
子

大
学
生
に
よ
る
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
み
ん
な
で
知
ろ
う
か
ら
だ
と
き
も
ち
－
思
春
期
に

起
こ
る
成
長
と
変
化
－
」

群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
究
会

令
和
７
年
３
月
21

日
群
馬
県
立
梅
田
中
学
校

中
学
生

28
名

講
師

助
教

高
橋
　
裕
子

塩
澤
　
麻
子

第
１
回
群
馬
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
連
絡
会

「
未
来
の
自
分
へ
送
る
　
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
」

日
本
女
性
財
団
、
群
馬
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
研
究
会

令
和
７
年
３
月
24

日
高
崎
健
康
福
祉
大
学

中高
生、

大学
生、

一般
80

名

講
師

富
永
　
明
子

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
看
護
学
部
同
窓
会
　

理
事

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学
看
護
学

部
同
窓
会

Ⅱ-５. 任意団体での活動
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【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
主

　
　

催
実

施
日

時
（

期
間

）
実

施
場

所
対

象
者

参
加

人
数

教
授

佐
々
木
浩
二

放
射
線
治
療
品
質
管
理
委
員
会
　
外
部
委
員

社
会
医
療
法
人
財
団
　
慈
泉
会
　
相
澤
病
院

令
和
６
年
度

ー
ー

ー
教
授

下
瀬
川
正
幸

大
学
機
関
別
認
証
評
価
　
評
価
委
員

一般
財団

法人
大学

教育
質保

証・
評価

セン
ター

令
和
６
年
度

－
－

－
教
授

下
瀬
川
正
幸

全
国
診
療
放
射
線
技
師
教
育
施
設
協
議
会
役
員
会
　

理
事
（
総
務
担
当
）

全
国
診
療
放
射
線
技
師
教
育
施
設
協
議
会

令
和
５
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31

日
W

eb
、
福
岡
市

大
学
教
員

10
名

教
授

下
瀬
川
正
幸

第
69

回
全
国
診
療
放
射
線
技
師
教
育
施
設
協
議
会

定
時
総
会
　
総
合
司
会

全
国
診
療
放
射
線
技
師
教
育
施
設
協
議
会

令
和
６
年
６
月
28

日
福
岡
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
（
福
岡
市
）

大
学
教
員
等

約
10

0名
教
授

瀬
川
　
篤
記

金
属
ア
ー
ク
溶
接
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

令和
６年

５月
～令

和７
年３

月
群
馬
建
設
会
館

溶
接
作
業
従
事
者

のべ
約5

0名
准
教
授

五
十
嵐
　
博

群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

群
馬
県
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会

令
和
６
年
度

―
―

　
准
教
授

川
村
　
　
拓

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

令
和
６
年
６
月
21

日
桃
の
木
川

　
　

准
教
授

川
村
　
　
拓

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
お
よ
び
周
囲

草
刈
り
等

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

令
和
６
年
９
月
６
日

桃
の
木
川

　
　

准
教
授

川
村
　
　
拓

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会
：
花
壇
苗
植
え

桃
の
木
リ
バ
ー
を
愛
す
る
会

令
和
６
年
11

月
20

日
桃
の
木
川

　
　

准
教
授

杉
野
　
雅
人

社
会
福
祉
法
人
　
明
正
会
　
外
部
評
議
員

社
会
福
祉
法
人
　
明
正
会

令和
６年

４年
～令

和７
年３

月
ー

ー
10

名
准
教
授

杉
野
　
雅
人

第
49

回
群
馬
県
教
育
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟

定
期
演
奏
会

群
馬
県
教
育
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ド
リ
ン
連
盟

令
和
６
年
９
月
16

日
群
馬
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

一
般

約
10

0名
准
教
授

杉
野
　
雅
人

福
祉
施
設
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
奏

社
会
福
祉
法
人
　
日
輪

令
和
６
年
12

月
23

日
社
会
福
祉
法
人
　
日
輪

一
般

約
30

名
准
教
授

髙
田
　
健
太

学
際
交
流
委
員
会
委
員

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

髙
田
　
健
太

実
行
委
員

第
12

9回
日
本
医
学
物
理
学
会
学
術
大
会

令
和
６
年
度

　
　

　
准
教
授

髙
田
　
健
太

編
集
委
員
長

日
本
医
学
物
理
学
会
診
療
放
射
線
学
教
育
学
会

令
和
６
年
度

准
教
授

髙
田
　
健
太

教
育
コ
ー
ス
認
定
委
員
会
委
員

一
般
財
団
法
人
医
学
物
理
士
認
定
機
構

令
和
６
年
度

講
師

丸
山
　
　
星

診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
模
擬
試
験
問
題
・
解

説
の
作
成
（
医
用
工
学
）

株
式
会
社
シ
ー
イ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

令
和
６
年
度

－

講
師

丸
山
　
　
星

診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
模
擬
試
験
問
題
・
解

説
の
作
成
（
画
像
工
学
）

株
式
会
社
シ
ー
イ
ー
・
フ
ォ
ッ
ク
ス

令
和
６
年
度

－

講
師

丸
山
　
　
星

学
生
部
長

群
馬
県
立
県
民
健
康
科
学
大
学

診
療
放
射
線
学
部
　
同
窓
会

令
和
６
年
度

－
助
教

佐
藤
　
　
充

群
馬
県
核
医
学
技
術
懇
話
会
　
実
行
委
員

群
馬
県
核
医
学
技
術
懇
話
会

令
和
６
年
度

ー
診療

放射
線技

師、
教員

、研
究者

ー
助
教

佐
藤
　
　
充

コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ
科
学
技
術
振
興
財
団
助
成
事
業
　

深
層
学
習
実
践
セ
ミ
ナ
ー
　
講
師

医
用
画
像
情
報
学
会

令
和
６
年
度

群
馬
県
立
県
民
健
康

科
学
大
学

診
療
放
射
線
技
師
、

教
員
、研

究
者

35
名
程
度

助
教

佐
藤
　
　
充

第
71

回
関
東
支
部
研
究
発
表
大
会
実
行
委
員

日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
６
月
〜
12

月
G
メ
ッ
セ
群
馬

診療
放射

線技
師、

教員
、研

究者
ー

助
教

佐
藤
　
　
充

第
42

回
日
本
核
医
学
技
術
学
会
関
東
地
方
会
総
会
　

学
術
副
委
員
長

日
本
核
医
学
技
術
学
会

令
和
７
年
２
月
〜
現
在
ま
で

群
馬
大
学

診療
放射

線技
師、

教員
、研

究者
ー

助
教

津
野
　
隼
人

第
12

7回
日
本
医
学
物
理
学
会
・
倫
理
審
査
委
員

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
６
年
度

助
教

津
野
　
隼
人

IC
RP

T　
３
rd
　
演
題
倫
理
審
査
委
員

日
本
医
学
物
理
学
会
、
日
本
放
射
線
技
術
学
会

令
和
６
年
度

助
教

津
野
　
隼
人

第
12

7回
日
本
医
学
物
理
学
会
、
報
文
集
編
集

日
本
医
学
物
理
学
会

令
和
６
年
度
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他
教
育
機
関
非
常
勤
講
師

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
（
科
目
名
等
）

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
教
授

大
澤
真
奈
美

公
衆
衛
生
学
　
非
常
勤
講
師

上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
度
春
期
集
中

上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

約
10

0名
教
授

大
澤
真
奈
美

公
衆
衛
生
学
　
非
常
勤
講
師

新
潟
薬
科
大
学

令
和
６
年
度
夏
期
集
中

新
潟
薬
科
大
学

看
護
学
生

約
80

名
教
授

大
澤
真
奈
美

産
業
保
健
　
非
常
勤
講
師

足
利
大
学
看
護
学
部

令
和
６
年
９
月
～
10

月
足
利
大
学
看
護
学
部

看
護
学
生

約
70

名
教
授

狩
野
　
太
郎

東
群
馬
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
（
看
護
と
情
報
科
学
）

東
群
馬
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～
８
月

東
群
馬
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

70
名

教
授

狩
野
　
太
郎

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校
非
常
勤
講
師
（
研
究
の
基
礎
　
文

献
検
索
入
門
、　

研
究
方
法
論
（
１
）
調
査
・
実
験
研
究
）

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
12

月
２
日

本
庄
児
玉
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

20
名

教
授

高
井
ゆ
か
り

非
常
勤
講
師
・「

看
護
学
研
究
概
論
」

群
馬
大
学
大
学
院

令和
６年

５月
29

日、
６月

26
日

リ
モ
ー
ト
で
の
講
義

博
士
後
期
課
程
学
生

　
教
授

行
田
　
智
子

妊
娠
期
の
助
産
診
断
技
術
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学
大
学
院

令和
６年

４月
１日

～９
月2

2日
高崎

健康
福祉

大学
大学

院
助
産
専
攻
院
生

５
名

教
授

宮
崎
有
紀
子

疫
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令
和６

年４
月１

日～
９月

30
日

群
馬
パ
ー
ス
大
学

看
護
学
生

約
80

名
教
授

宮
崎
有
紀
子

疫
学

高
崎
健
康
福
祉
大
学

令和
６年

９月
24日

～令
和７

年３
月3

1日
高
崎
健
康
福
祉
大
学

看
護
学
生

11
1名

准
教
授

鵜
生
川
恵
美
子

医
療
英
語

前
橋
東
看
護
学
校

令和
６年

４月
25

日～
９月

12
日

前
橋
東
看
護
学
校

看
護
学
生

約
24

名
准
教
授

鵜
生
川
恵
美
子

放
送
大
学
・
面
接
授
業
：「

文
学
と
映
画
で
学
ぶ
英

語
と
文
化
２
」

放
送
大
学
・
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

令
和
６
年
６
月
１
日
～
２
日

放送
大学

・群
馬学

習セ
ンタ

ー
一
般

18
名

准
教
授

鵜
生
川
恵
美
子

英
語
文
学

育
英
短
期
大
学

令和
６年

９月
27日

～令
和７

年１
月2

4日
育
英
短
期
大
学

大
学
生

12
名

准
教
授

橋
本
　
晴
美

看
護
学
特
別
セ
ミ
ナ
ー

群
馬
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

令
和
６
年
７
月
13

日
群
馬
大
学

保
健
学
研
究
科
学
生

15
名

准
教
授

服
部
　
美
香

看
護
研
究

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～
５
月

深
谷
大
里
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

約
40

名
准
教
授

服
部
　
美
香

看
護
教
育
学

新
潟
県
立
看
護
大
学
大
学
院

令和
６年

10
月～

令和
７年

１月
新
潟
県
立
看
護
大
学

（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

大
学
院
生

７
名

講
師

垣
上
　
正
裕

老
化
と
発
達
の
理
解

群
馬
パ
ー
ス
大
学
福
祉
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～
５
月

群
馬
パ
ー
ス
大
学
福
祉

専
門
学
校

福
祉
専
門
学
校
学
生

40
名

講
師

佐
々
木
馨
子

成
人
看
護
学
各
論
Ⅰ
「
セ
ル
フ
ケ
ア
の
再
獲
得
が

必
要
な
人
の
看
護
（
神
経
難
病
）」

渋
川
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
７
月
11

日
渋
川
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

約
30

名
講
師

佐
藤
　
正
樹

情
報
科
学

SU
BA

RU
健
康
保
険
組
合
太
田
高
等
看
護
学
院

令
和
６
年
５
月
７
日
～
14

日
太
田
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

約
40

名
講
師

島
田
　
葉
子

母
性
看
護
方
法
論
Ⅰ

足
利
大
学

令和
６年

５月
20

日～
７月

30
日

足
利
大
学

看
護
学
生

約
80

名
講
師

鈴
木
　
恵
理

補
完
・
代
替
療
法
入
門

放
送
大
学
学
園

令
和
６
年
６
月
15

日
、
22

日
放送

大学
群馬

学習
セン

ター
学
生

20
名

講
師

坪
井
　
り
え

公
衆
衛
生
（
地
域
保
健
①
親
子
保
健
、
地
域
保
健

②
精
神
保
健
福
祉
・
自
殺
対
策
）

上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
10

日
上
尾
中
央
看
護
専
門
学
校

看
護
専
門
学
校
生

80
名

助
教

塩
澤
　
麻
子

母
性
看
護
学
方
法
論
Ⅰ

前
橋
市
医
師
会
立
前
橋
高
等
看
護
学
院

令和
６年

７月
１日

～７
月2

2日
前
橋
市
医
師
会
立
前

橋
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

約
30

名
助
教

山
岸
　
昌
平

発
達
支
援
研
究
法
特
殊
講
義

長
野
大
学
大
学
院

令和
６年

６月
15

日、
22

日
長
野
大
学
大
学
院

大
学
院
生

１
名

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
（
科
目
名
等
）

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
教
授

佐
藤
　
哲
大

看
護
と
情
報
科
学

東
群
馬
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
24

日
～

７
月
31

日
東
群
馬
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

約
80

名

Ⅱ-６. 他教育機関非常勤講師
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職
位

氏
　

名
活

動
・

テ
ー

マ
（
科
目
名
等
）

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
教
授

下
瀬
川
正
幸

放
射
線
学
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
特
論
、
放
射
線
画
像
解

析
学
特
論
Ⅱ

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
６
年
度

ー
ー

ー

教
授

下
瀬
川
正
幸

博
士
論
文
　
外
部
審
査
員

杏
林
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
科

令
和
６
年
11

月
～
令
和

７
年
１
月

杏
林
大
学

ー
ー

教
授

瀬
川
　
篤
記

臨
床
実
習

群
馬
大
学

令和
６年

６月
～令

和７
年３

月
群馬

大学
医学

部附
属病

院
医
学
科
学
生
お
よ

び
初
期
研
修
医

の
べ
約

20
名

教
授

林
　
　
則
夫

非
常
勤
講
師
：
放
射
線
画
像
技
術
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
６
年
度

　
　

　
教
授

原
　
　
孝
光

群
馬
大
学
腫
瘍
放
射
線
学
講
座
協
力
研
究
員

群
馬
大
学

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
群
馬
大
学

　
　

教
授

原
　
　
孝
光

放
射
線
管
理
計
測
学
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令和
６年

４月
～令

和７
年３

月
群
馬
大
学

　
　

教
授

原
　
　
孝
光

医
療
基
礎
生
物
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

４月
～令

和６
年９

月
群
馬
パ
ー
ス
大
学

　
　

准
教
授

川
村
　
　
拓

医
用
画
像
情
報
学
実
験

東
京
都
立
大
学

令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
６
年
９
月
30

日
東
京
都
立
大
学

放
射
線
学
生

約
40

名
准
教
授

川
村
　
　
拓

東
京
都
立
大
学
客
員
研
究
員

東
京
都
立
大
学

令
和
６
年
度

東
京
都
立
大
学

－
－

准
教
授

杉
野
　
雅
人

放
射
線
安
全
管
理
特
論

群
馬
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

令
和
６
年
４
月
１
日
～

令
和
７
年
３
月
31

日
－

－
－

准
教
授

長
島
　
宏
幸

人
間
工
学

前
橋
高
等
看
護
学
院

令和
６年

９月
12

日～
12

月1
9日

前
橋
高
等
看
護
学
院

看
護
学
生

27
名

講
師

丸
山
　
　
星

医
療
画
像
情
報
学
Ⅰ

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

４月
～令

和６
年８

月
群
馬
パ
ー
ス
大
学

放
射
線
学
科
学
生

約
80

名
講
師

丸
山
　
　
星

医
用
画
像
処
理
工
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

４月
～令

和６
年８

月
群
馬
パ
ー
ス
大
学

臨
床
工
学
科
学
生

約
40

名
講
師

丸
山
　
　
星

基
礎
物
理
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

４月
～令

和６
年６

月
群
馬
パ
ー
ス
大
学

理学
療法

学科
学生

　他
約
80

名
講
師

丸
山
　
　
星

物
理
学

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

６月
～令

和６
年1

2月
群
馬
パ
ー
ス
大
学

理学
療法

学科
学生

　他
約
80

名
講
師

丸
山
　
　
星

診
療
画
像
解
析
学
実
習
Ⅲ

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令和
６年

11
月～

令和
６年

12
月

群
馬
パ
ー
ス
大
学

放
射
線
学
科
学
生

約
80

名
講
師

米
持
　
圭
太

看
護
と
情
報
科
学

東
群
馬
看
護
専
門
学
校

令
和
６
年
６
月
19

日
、

令
和
６
年
６
月
26

日
東
群
馬
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生

70
名

講
師

米
持
　
圭
太

情
報
処
理

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令
和
６
年
４
月
１
日
～

９
月
30

日
群
馬
パ
ー
ス
大
学

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
部
生
・

医
療
技
術
学
部
生

18
0名

講
師

米
持
　
圭
太

学
生
向
け
告
示
研
修
（
実
技
研
修
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
（
静
脈
路
確
保
）

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令
和
６
年
８
月
30

日
群
馬
パ
ー
ス
大
学

医
療
技
術
学
部
生

44
名

講
師

米
持
　
圭
太

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

群
馬
パ
ー
ス
大
学

令
和
６
年
10

月
１
日
～

令
和
７
年
１
月
31

日
群
馬
パ
ー
ス
大
学

看
護
学
部
生
・
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

生
・
医
療
技
術
学
部
生

10
0名

助
教

津
野
　
隼
人

医
療
管
理
総
論

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～

令
和
６
年
７
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名

助
教

津
野
　
隼
人

医
療
用
語
Ⅱ
（
英
語
）

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～

令
和
６
年
７
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名

助
教

津
野
　
隼
人

医
学
・
医
療
用
語

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
４
月
～

令
和
６
年
７
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名

助
教

津
野
　
隼
人

医
療
管
理
各
論
Ⅰ

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
９
月
～

令
和
７
年
３
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名
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Ⅱ-７. 報道記事
職

位
氏

　
名

活
動

・
テ

ー
マ
（
科
目
名
等
）

主
　

　
催

実
施

日
時

（
期

間
）

実
施

場
所

対
象

者
参

加
人

数
助
教

津
野
　
隼
人

医
療
管
理
各
論
Ⅲ

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
９
月
～

令
和
７
年
３
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名

助
教

津
野
　
隼
人

医
療
統
計
Ⅰ

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

令
和
６
年
９
月
～

令
和
７
年
３
月

東
京
医
療
秘
書
＆

IT
専
門
学
校

診
療
情
報
管
理
学

科
学
生

約
20

名

報
道
記
事

【
看
護
学
部
】

職
位

氏
　

名
報

道
機

関
全

国
版

・
地

方
版

（
番

組
名

）
掲

載
日

時
テ

ー
マ

教
授

高
井
ゆ
か
り

日
本
経
済
新
聞
　
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

W
eb

記
事

令
和
６
年
９
月
26

日
日
本
版
ア
ビ
ー
痛
み
ス
ケ
ー
ル
の
開
発
者
に
聞
く

認
知
症
の
人
が
相
手
で
も
、
痛
み
は
評
価
で
き
る

講
師

高
橋
　
裕
子

ピア
サー

クル
学生

桐
生
タ
イ
ム
ス

令
和
７
年
３
月
21

日
思
春
期
の
身
体
と
心
と
も
に
学
ぼ
う
　
梅
田
中
生
に

「
ピ
ア
活
動
」

講
師

高
橋
　
裕
子

ピア
サー

クル
学生

朝
日
新
聞

地
方
版

令
和
７
年
３
月
28

日
女
性
に
悩
み
・
疑
問
語
り
合
う
　
中
高
大
生
ら
将
来
像
も

講
師

助
教

高
橋
　
裕
子

塩
澤
　
麻
子

ピア
サー

クル
学生

上
毛
新
聞

地
方
版

令
和
７
年
３
月
31

日
高
崎
で
女
子
学
生
ら
イ
ベ
ン
ト
　
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

【
診
療
放
射
線
学
部
】

職
位

氏
　

名
報

道
機

関
全

国
版

・
地

方
版

（
番

組
名

）
掲

載
日

時
テ

ー
マ

助
教

佐
藤
　
　
充

上
毛
新
聞

地
方
版

令
和
６
年
８
月
31

日
生
成

AI
活
用
巡
り
公
開
講
座

助
教

津
野
　
隼
人

十
勝
毎
日
新
聞

地
方
版

令
和
６
年
４
月
25

日
首
都
圏

N
O
W

～
研
究
者
に
好
奇
心
大
切
、
帯
広
市
出
身
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関連規程

Ⅲ
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群馬県立県民健康科学大学地域連携・キャリア開発センター設置運営規程
（設置）
第１条　この規程は、群馬県公立大学法人組織規程第７条の規定に基づき、群馬県立県民健康科学大学地域
連携・キャリア開発センター（以下「センター」という。）の設置及び運営に関し、必要な事項を定める
ものとする。

（目的）
第２条　センターは、県立の医療系大学として、大学が所有する知的財産や研究成果等　を、県民をはじめ、
広く教育機関、医療機関、医療従事者、行政等に対し還元するこ　とにより、県民の保健、医療及び福祉
の向上に寄与することを目的とする。

（事業）
第３条　センターは、前条の目的を達成するため、次のことに係る事業を実施するものとする。
（１）看護学教員養成課程に関すること
（２）看護学実習指導者養成講習会に関すること
（３）看護師特定行為研修課程に関すること
（４）県立病院・県内病院等との連携に関すること
（５）看護職に対する研究支援に関すること
（６）放射線教育・研修に関すること
（７）公開講座・出前講座に関すること
（８）情報発信に関すること
（９）健康福祉政策・地域連携に関すること
（10）健康寿命延伸プロジェクトに関すること
（11）その他前条の目的を達成するために必要なこと

（組織）
第４条　センターには、センター長及び副センター長を置く。
２　前条に定める事業を推進し、目的を達成するため、地域連携・キャリア開発センター運営会議（以下
「センター運営会議」という。）を設置する。
３　センター運営会議に、前条の事業を実施するため、地域連携・キャリア開発センター運営委員会　（以
下「センター運営委員会」という。）を置く。

４　センター運営会議及びセンター運営委員会は、センター長が主宰する。
５　副センター長は、センター長を補佐する。

（協議及び報告）
第５条　センター長は、センター事業の運営方針や進捗状況等について、大学運営会議に協議及び報告する
ものとする。

（事務）
第６条　センター運営会議及び運営委員会の事務は、事務局教務係で処理する。

（委任）
第７条　この規程に定めるもののほか、センターの設置運営に関し必要な事項については、学長が別に定め
るものとする。

　　附　則
　この規程は、平成30年４月１日から施行する。
　　附　則
　この規程は、令和２年４月１日から施行する。
　　附　則
　この規程は、令和５年４月１日から施行する。
　　附　則
　この規程は、令和６年４月１日から施行する。

Ⅲ　関連規程
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群馬県立県民健康科学大学地域連携・キャリア開発センター運営会
議及び地域連携・キャリア開発センター運営委員会設置運営細則

（趣旨）
第１条　この細則は、群馬県立県民健康科学大学地域連携・キャリア開発センター設置運営規程第７条の規
定に基づき、地域連携・キャリア開発センター運営会議（以下「センター運営会議」という。）及び地域
連携・キャリア開発センター運営委員会（以下「センター運営委員会」という。）の組織及び運営等につ
いて必要な事項を定めるものとする。

（センター運営会議の組織）
第２条　センター運営会議は、次の構成員によって組織する。
（１）地域連携・キャリア開発センター長（以下「センター長」という。）及び副センター長
（２）学部長
（３）地域連携・キャリア開発センター事業（以下「センター事業」という。）の担当者から互選により選
ばれた責任者

（４）事務局長
（５）学外有識者
（６）県職員の内からセンター長が必要と認める者
（７）その他センター長が必要と認める者

（センター運営会議委員の任期）
第３条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（センター運営会議の運営）
第４条　センター運営会議は、センター長が招集し、その議長となる。
２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。
３　センター運営会議は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。
４　センター運営会議の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定する。

（センター運営会議の審議事項）
第５条　センター運営会議は、次の事項について審議する。
（１）地域連携・キャリア開発センター（以下「センター」という。）の運営方針に関する事項
（２）センターの事業計画の策定及び評価に関する事項
（３）センターに係る規程の制定又は改廃に関する事項
（４）その他センター長が必要と認める事項

（センター運営委員会の組織）
第６条　センター運営委員会は、次の構成員によって組織する。
（１）センター長及び副センター長
（２）学部長
（３）センター事業の担当者から互選により選ばれた責任者
（４）その他センター長が必要と認める者

（センター運営委員会委員の任期）
第７条　委員の任期は２年とし、再任を妨げない。
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２　委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期は、前任者の残任期間とする。

（センター運営委員会の運営）
第８条　センター運営委員会は、センター長が招集し、その議長となる。
２　センター長が出席できないときは、センター長が指名する者がその職務を代理する。
３　センター運営委員会は、構成員の３分の２以上の出席がなければ開くことができない。
４　センター運営委員会の議事は、出席委員の過半数によりこれを決定し、可否同数のときは議長が決定
する。

（センター運営委員会の審議事項）
第９条　センター運営委員会は、次の事項について審議する。
（１）センターの運営及び事業の実施に関する事項
（２）センターの事業計画及び評価の検討に関する事項
（３）センターに係る規程の制定又は改廃の検討に関する事項
（４）その他センター長が必要と認める事項

（委員以外の者の出席）
第10条　センター運営会議及びセンター運営委員会の議長は、会議の運営上必要と認めるときは、委員以
外の者に出席を求めることができる。

　　附　則
　この細則は、平成30年４月１日から施行する。
　　附　則
　この細則は、令和６年４月１日から施行する。

Ⅲ　関連規程
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